
〜
 橋
場
小
・
気
仙
小
が
笑
顔
で
交
流
 〜

橋
場
小
学
校
（
舘
澤
卓
校
長
、
児
童
1
4
人
）
は

1
1
月
1
2
日
、陸
前
高
田
市
立
気
仙
小
学
校
（
佐

藤
誠
喜
校
長
、
児
童
5
9
人
）
を
招
い
て
毎
年
恒

例
の
収
穫
祭
を
開
催
し
餅
つ
き
や
そ
ば
打
ち
な
ど

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。（
関
連
記
事
2
2
ペ
ー
ジ
）

平
成
2
3
年
雫
石
町
10
大
ニ
ュ
ー
ス
 …
…
…
…
…
2

町
政
懇
談
会
「
町
長
と
の
対
話
」 …

…
…
…
…
…
…
6

秋
の
叙
勲
・
各
種
表
彰
受
賞
者
紹
介
…
…
…
…
…
1
0

平
成
2
3
年
度
町
勢
功
労
者
 
…
…
…
…
…
…
…
1
1

1
2
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」 …

…
…
…
1
2

C
O
N
T
E
N
T
S

平
成
23
年
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月
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日
号
N
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八
十
七
回
東
京
箱
根
駅
伝

が
一
月
二
日
か
ら
三
日
に

か
け
て
行
わ
れ
、
東
洋
大

学
の
八
区
と
し
て
出
場
し
た
本
町
出

身
の
千
葉
優
選
手
（
当
時
建
築
学
科

四
年
、
現
在
H
o
n
d
a
）
が
見
事

区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

は
惜
し
く
も
三
年
連
続
の
優
勝
を
逃

し
ま
し
た
が
、
千
葉
選
手
は
優
勝
し

た
早
稲
田
大
学
を
懸
命
に
追
い
、

ト
ッ
プ
と
の
差
を
二
十
七
秒
縮
め
る

月
十
一
日
、
午
後
二
時
四

十
六
分
、
三
陸
沖
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

九
・
〇
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

が
発
生
し
、
宮
城
県
北
部
で
は
震
度

七
を
観
測
。
東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸

を
中
心
に
日
本
各
地
の
広
い
範
囲
で

大
津
波
が
発
生
し
壊
滅
的
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
汚
染

見
事
な
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
過
去
二
年
間
、
同
区
間
の
経
験
が

あ
る
千
葉
選
手
は
、
今
回
、
ト
ッ
プ

早
稲
田
大
学
を
一
分
二
十
四
秒
差
で

追
う
展
開
で
ス
タ
ー
ト
。
安
定
感
の

あ
る
走
り
で
徐
々
に
追
い
上
げ
、

ト
ッ
プ
と
の
差
を
五
十
七
秒
に
縮
め

る
活
躍
で
九
区
に
た
す
き
を
繋
げ
ま

し
た
。

　
千
葉
選
手
は
、
一
月
二
十
五
日
に

町
役
場
を
訪
れ
、
深
谷
町
長
に
駅
伝

問
題
も
発
生
。
こ
の
大
規
模
な
災
害

は
、
政
府
に
よ
り
東
日
本
大
震
災
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
で
は
、
同
地
震
で
震
度
五
弱

を
観
測
。
地
震
に
よ
っ
て
軽
傷
者
が

出
た
ほ
か
、一
般
住
宅
や
公
共
施
設
、

学
校
施
設
、
農
産
物
な
ど
が
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
震
発

生
直
後
か
ら
町
内
全
域
が
停
電
。
復

旧
は
遅
い
地
域
で
二
日
後
の
夕
方
ま

で
か
か
っ
た
ほ
か
、
電
話
の
不
通
、

で
の
力
走
を
報
告
。「
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
ら
れ
て
頑
張
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援

の
お
か
げ
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
実
業
団
駅
伝
の
強
豪

チ
ー
ム
で
あ
る
H
o
n
d
a
陸
上
競

技
部
に
所
属
。
元
日
に
行
わ
れ
る
全

日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
の
メ
ン
バ
ー

入
り
を
目
指
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

励
ん
で
い
ま
す
。

水
道
の
漏
水
な
ど
、
町
民
生
活
に
も

大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

物
資
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
影
響

で
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
燃
料
や
食

料
な
ど
の
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
。

給
油
所
に
は
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
求
め

て
長
蛇
の
列
も
で
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
国
内
で
電
気

の
供
給
能
力
が
不
足
。
町
は
節
電
へ

の
理
解
と
協
力
を
防
災
行
政
無
線
で

半
年
間
、町
民
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　町の平成 23 年 10 大
ニュースが決まりました。
１年の締めくくりとして町
民の皆さんに毎年この 10
大ニュースを選んでいただ
いており、昭和 55年にス
タートして今年で 32回目
を数えます。投票は、一般
町民や町政モニター、町内
の各種団体などを対象に、
1人最高 10項目を選ぶ連
記方式で行い、投票数の多
いものから順位を決めまし
た。今年は、326 人の皆
さんから回答をいただきま
した。ご協力ありがとうご
ざいました。

11 
雫
石
町

10
大
ニ
ュ
ー
ス

11 
雫
石
町

10
大
ニ
ュ
ー
ス

11111111111111111111‚‚
東日本大震災発生
町内全域で停電など
町民生活に大打撃を

1

千葉優選手（東洋大）
3年連続箱根駅伝出場
見事区間賞を獲得

2

三第

3年連続で箱根駅伝の八区を走り
見事区間賞を獲得した千葉優選手

給油所にはガソリンなどを
　求めて長蛇の列ができました
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月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四

日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線

上
を
通
過
し
た
低
気
圧
の

影
響
で
町
内
を
大
雨
が
襲
い
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
気
象
庁
の
観
測
に
よ
る
と
、
二
十

三
日
十
二
時
か
ら
二
十
四
日
十
二
時

ま
で
の
町
の
総
雨
量
は
百
五
十
四

㍉
、
午
前
六
時
か
ら
午
前
七
時
ま
で

の
時
間
雨
量
は
二
十
二
㍉
を
記
録
。

町
の
南
側
に
隣
接
す
る
西
和
賀
町
沢

大
き
く
広
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
多

く
の
町
民
が
「
自
分
に
で
き
る
支

援
」
を
実
践
。
支
援
物
資
の
提
供
の

ほ
か
、
宿
泊
施
設
で
の
各
種
教
室
や

演
奏
会
な
ど
に
よ
る
慰
問
、
被
災
地

へ
赴
い
て
の
災
害
復
旧
な
ど
、
ど
れ

も
被
災
者
の
た
め
の
心
温
ま
る
活
動

で
し
た
。
そ
の
善
意
に
よ
っ
て
、
被

災
者
の
皆
さ
ん
は
勇
気
づ
け
ら
れ
、

日
に
日
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。

手
県
が
実
施
し
た
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
を
内

陸
市
町
村
の
宿
泊
施
設
に

一
時
的
に
避
難
さ
せ
る
「
沿
岸
被
災

者
の
宿
泊
施
設
へ
の
一
時
移
動
事

業
」
に
よ
り
、
町
内
五
施
設
が
被
災

者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
加

賀
助
と
長
栄
館
が
三
月
二
十
六
日
、

ホ
テ
ル
森
の
風
鶯
宿
が
三
月
三
十

日
、
ホ
テ
ル
偕
楽
苑
が
四
月
二
日
、

雫
石
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
四
月
四
日

か
ら
の
受
け
入
れ
と
な
り
、
こ
れ
ら

の
施
設
か
ら
の
退
去
と
な
っ
た
七
月

二
十
七
日
ま
で
の
間
、
被
災
者
四
百

五
十
八
が
滞
在
し
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
日
ま
で
に
応
急
仮
設
住
宅
へ
の

入
居
が
か
な
わ
な
か
っ
た
三
十
人
が

八
月
三
日
ま
で
、
滝
観
荘
、
上
野
旅

館
、
ロ
ッ
ジ
た
ち
ば
な
、
ニ
ュ
ー
鴬

山
荘
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
を
励
ま

す
た
め
の
支
援
の
輪
が
、
町
内
に
も

内
地
区
で
は
同
時
刻
の
時
間
雨
量
が

三
十
九
㍉
、
一
日
の
総
雨
量
は
二
百

四
十
八
㍉
を
記
録
し
、
町
内
の
鴬
宿

防
災
ダ
ム
の
観
測
で
も
総
雨
量
二
百

十
八
㍉
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
雨
で
、
道
路
、
水
路
、
農

地
お
よ
び
農
業
用
施
設
に
多
く
の
被

害
が
発
生
し
、
被
害
総
額
は
三
億
九

千
八
百
万
円
に
及
び
、
特
に
も
林
道

志
戸
前
川
線
で
は
被
害
総
額
二
億
七

千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

町内5施設が長期間
沿岸被災者受け入れ
支援の輪町内に広がる

3
雨量154ミリの
豪雨を記録

農地や林道流失す

5

岩六

町内宿泊施設での被災者受け入れ。支援物
資の提供など町内に支援の輪が広がる

日
本
大
震
災
の
影
響
で
延

期
さ
れ
て
い
た
統
一
地
方

選
挙
は
、
雫
石
町
議
会
議

員
選
挙
が
七
月
三
十
一
日
に
、
岩
手

県
知
事
お
よ
び
岩
手
県
議
会
議
員
選

挙
が
九
月
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
数
二
十
人
の
町
議
選
に
は
二
十

三
人
が
立
候
補
。
雫
石
町
が
誕
生
し

て
以
来
、
初
め
て
夏
に
行
わ
れ
た
町

議
選
で
、
候
補
者
は
猛
暑
の
中
、
町

内
隅
々
ま
で
選
挙
カ
ー
を
走
ら
せ
汗

を
流
し
な
が
ら
懸
命
に
有
権
者
に
支

持
を
訴
え
ま
し
た
。
開
票
の
結
果
、

現
職
十
五
人
、
元
職
二
人
、
新
人
三

人
の
計
二
十
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
県
知
事
選
は
、
四
人
に
よ
る
争
い

と
な
り
、
本
町
で
最
も
多
い
得
票
数

を
獲
得
し
た
達
増
拓
也
さ
ん
が
再
選

（
二
期
目
）
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
県
議
選
は
、
本
町
と
滝
沢
村
か
ら

な
る
岩
手
選
挙
区
（
定
数
三
）
に
、

本
町
か
ら
は
現
職
の
大
宮
惇
幸
さ
ん

（
六
十
四
歳
・
西
根
谷
地
）、
新
人
の

ハ
ク
セ
ル
美
穂
子
さ
ん
（
三
十
六

歳
・
網
張
）
の
二
人
が
立
候
補
。
同

村
の
三
候
補
と
合
わ
せ
て
五
人
に
よ

る
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
、
本
町
か
ら

は
大
宮
さ
ん
が
再
選
（
三
期
目
）
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
、
町
議
選
が
七
〇
・
九

九
％
、
県
知
事
お
よ
び
県
議
選
が
六

五
％
台
と
、
と
も
に
過
去
最
低
の
投

票
率
と
な
り
ま
し
た
。

震災で延期になった
統一地方選挙（町議、
県知事・県議）実施

4

東

町中央公民館で行われた
統一地方選挙の開票作業

大雨で流失した林道志戸前川線

農地では田んぼの畦畔が多数崩落
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雫中野球部
東北大会第3位
過去最高成績収める

6
雫石排球団が初優勝
「全日本バレーボール
選手権岩手県大会」

8

三
十
一
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
岩
手

県
大
会
が
六
月
二
十
五
日

と
二
十
六
日
の
二
日
間
、
八
幡
平
市

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
雫
石
排
球

団
（
林
崎
正
邦
監
督
、部
員
十
二
人
）

が
女
子
参
加
七
十
三
チ
ー
ム
の
頂
点

に
立
ち
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
雫
石
排
球
団
は
、
大
会
一
回
戦
か

ら
登
場
し
、
決
勝
ま
で
の
六
試
合
を

一
セ
ッ
ト
も
落
と
さ
な
い
安
定
感
の

あ
る
試
合
運
び
で
、
念
願
の
全
国
大

へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
八
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
東
京

都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、

惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
で
敗
れ
た
も

の
の
、
岩
手
県
代
表
と
し
て
堂
々
の

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
な
お
、

全
国
大
会
の
開
会
式
で
は
、
村
田
桃

香
主
将
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
発

表
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
く
て
も

で
き
な
い
環
境
で
あ
っ
た
沿
岸
被
災

地
の
チ
ー
ム
状
況
や
震
災
の
あ
っ
た

特
別
な
年
に
全
国
大
会
で
試
合
が
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
思
い
の
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
内

容
に
、
会
場
か
ら
は
す
す
り
泣
き
が

き
か
れ
る
ほ

ど
、
震
災
被

災
地
の
岩
手

県
代
表
と
し

て
力
強
く
述

べ
ま
し
た
。

第
成
二
十
三
年
度
東
北
中
学

校
体
育
大
会
野
球
競
技

（
第
四
十
回
若
鷲
旗
争
奪

東
北
中
学
校
野
球
大
会
）
が
八
月
八

日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
山
形

県
米
沢
市
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

雫
石
中
学
校
が
過
去
最
高
成
績
と
な

る
第
三
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
八
日
に
行
わ
れ
た
一
回
戦
で
は
、

青
森
県
第
二
代
表
の
鶴
田
中
と
対
戦

し
8
対
2
で
勝
利
。
九
日
に
行
わ
れ

た
山
形
県
第
一
代
表
の
酒
田
四
中
と

の
準
々
決
勝
も
4
対
1
で
勝
利
し
、

雫
中
野
球
部
初
と
な
る
準
決
勝
に
コ

マ
を
進
め
ま
し
た
。
十
日
に
行
わ
れ

た
準
決
勝
で
は
、
秋
田
県
第
一
代
表

の
羽
城
中
と
対
戦
し
惜
し
く
も
3
対

6
で
敗
戦
。
続
い
て
行
わ
れ
た
全
国

大
会
代
表
決
定
戦
で
は
、
宮
城
県
第

一
代
表
の
仙
台
育
英
秀
光
中
と
対
戦

し
0
対
9
で
敗
れ
、
全
国
大
会
出
場

権
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

堂
々
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

平

東北大会で過去最高成績となる第3
位の成績を収めた雫中野球部の選手

第31回全日本バレーボール小学生大会
岩手県大会で初優勝の雫石排球団の選手

放射能汚染問題
生活や農業に影響
町内でも不安広がる

7

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

強
い
揺
れ
と
大
津
波
に
よ

り
発
生
し
た
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、

放
射
性
物
質
の
飛
散
が
東
日
本
の
ほ

か
広
い
範
囲
に
及
び
、
国
民
生
活
や

農
業
分
野
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
農
業
分
野
で
は
牛
や

米
、
野
菜
な
ど
が
放
射
性
物
質
に
汚

染
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

不
安
が
生
産
者
や
消
費
者
に
も
広
ま

り
ま
し
た
。

　
特
に
も
事
故
後
に
水
田
か
ら
集
め

ら
れ
た
稲
わ
ら
を
食
べ
た
牛
の
肉
か

ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
測
定
さ
れ
、
国
は
八
月
一

日
、
岩
手
県
に
対
し
て
肉
牛
の
出
荷

停
止
命
令
を
出
し
ま
し
た
。
八
月
二

十
五
日
に
は
出
荷
停
止
命
令
の
一
部

が
解
除
さ
れ
て
再
出
荷
し
ま
し
た
が

牛
肉
価
格
は
下
落
し
、
畜
産
農
家
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
米
や
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
も
、
町

や
県
が
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
牛

肉
も
含
め
全
品
目
で
暫
定
規
制
値
を

下
回
っ
て
お
り
、
雫
石
町
の
農
産
物

は
安
全
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
町
で
は
空
間
放
射
線
量
の

測
定
機
器
を
導
入
し
保
育
所
や
学
校

な
ど
で
測
定
。
全
地
点
で
安
全
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
町
は
引
き
続
き
監

視
を
行
い
、
そ
の
結
果
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　　　町内の保育所や学校などで
　　　実施した空間放射線量の測定

東
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野菊ホールで敬老会
招待者は過去最高の

3779人

9

町民音楽祭四半世紀記念
「第九1000人コン
サート」を盛大に開催

10

民
音
楽
祭
四
半
世
紀
記
念

「
雫
石
第
九
1
0
0
0
人

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
二
月
六

日
、野
菊
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
で
活
動
す
る
「
し
ず
く
い
し

混
声
合
唱
団
」
を
中
心
に
町
内
外
多

く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
平
成
二
十

一
年
秋
か
ら
練
習
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
指
導
者
に
盛
岡
市
在
住
の
小

原
一
穂
さ
ん
を
迎
え
、
約
一
年
半
か

け
て
各
パ
ー
ト
ご
と
に
細
や
か
な
指

導
を
い
た
だ
き
、
ド
イ
ツ
語
の
歌
詞

を
見
事
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。
出
演

し
た
の
は
町
内
の
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
と
町
外
か
ら
の
有
志
を
あ
わ

せ
て
お
よ
そ
二
百
人
。
こ
れ
に
客
席

八
百
人
の
歌
声
が
ホ
ー
ル
内
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。
音
楽
に
よ
る
町
づ
く

り
を
合
言
葉
に
開
催
し
て
き
た
町
民

音
楽
祭
の
新
た
な
出
発
と
な
り
、
今

後
の
町
の
音
楽
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

町

月
十
九
日
の
「
敬
老
の

日
」
に
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
長
寿
を
祝
う
雫
石
町

敬
老
会
が
野
菊
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
対
象
と
な
る
七
十
歳
以
上
の

招
待
者
は
三
千
七
百
七
十
九
人
で
昨

年
よ
り
四
十
一
人
増
え
、
過
去
最
高

の
人
数
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
敬
老
会
は
町
が
中
心
と
な

り
、
対
象
者
を
地
区
ご
と
に
午
前
と

午
後
に
分
け
て
行
い
、
会
場
に
は
約

千
二
百
人
の
招
待
者
が
参
加
。
地
元

の
児
童
、
雫
石
郷
土
芸
能
伝
承
活
動

細
川
会
、
町
出
身
の
福
田
こ
う
へ
い

さ
ん
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
踊
り

や
民
謡
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
野
菊
ホ
ー
ル
一
会
場
で
の

開
催
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
行
政

区
長
や
民
生
・
児
童
委
員
、
婦
人
会

な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

九

10大ニュース
11位以下の話題

11位

12位

13位

14位

15位

16位

17位

18位

19位

20位

▶町内全域で快適なインターネット
環境整備。光ファイバー網を利用し
た高速インターネット接続サービス
「フレッツ光」が始まる。（7 月 4
日〜）
▶提示で高速道路料金が無料となる
「被災証明書」を町でも発行。
利用者は 11月末現在で 5787 人
に（6月 20日〜）
▶交通死亡事故ゼロ 1年達成。県
警本部から町に賞賛状が贈られる。
（1月 7日）
▶第 44回いわて雪まつり開催。
雪にも恵まれ、期間中延べ 28 万
5000人の来場者でにぎわう（2月
5日〜13日）
▶ 2011しずくいし産業まつりを
開催。2日間で約 2万人が訪れ、
雫石の実りの秋を楽しむ（10 月
22日・23日）
▶しずくいし軽トラック市が 7年
目の開幕。49台の軽トラックが出
店し、2700人の来場者でにぎわう。
（5月 1日）
▶第 60回全国高等学校スキー大会
で、当時雫石高校 3年の松原美由
紀さんが女子回転で 6位入賞を果
たす。（2月 8日・９日）
また、松原さんは、2 月 25 日・
26日に雫石スキー場で行われた
2011全日本ジュニア大会女スー
パー大回転でも4位入賞を果たす。
▶岩手県初開催となる軟式野球の最
高峰「天皇賜杯第 66回全日本軟式
野球大会」が町営球場で開催される。
大会には、地元の雫石クラブも県代
表として出場（9月 16日〜22日、
雫石クラブは18日、同球場に登場）
▶第 60回岩手県中学校スキー大会
で雫中生が大活躍。アルペン競技
では、男子 3年生の小松悠平さん
が回転・大回転とも優勝し、女子3
年生の袖林瑠依さんが回転で優勝。
クロカン競技では、男子クラシカル
とフリー両種目で表彰台を独占。3
年生の村田彪我さんが両種目とも制
す。（1月 14日〜17日、学年は全
て当時）
▶「在京町友会」が軽トラック市に
出店し、ふるさと雫石と被災地を応
援する。（10月 2日）

会場が一体になり歌声がホール内に響
き渡った「第九1000人コンサート」

会場を盛り上げたアトラクション

多彩な催しに笑顔の招待者
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　平
成
二
十
三
年
度
町
政
懇
談
会
「
町
長
と
の
対
話
」
が
七
月

と
十
月
に
か
け
て
、
小
学
校
区
単
位
の
十
会
場
で
、
延
べ
百
五

十
八
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　町
か
ら
は
深
谷
政
光
町
長
と
吉
川
健
次
教
育
長
が
出
席
し
、

参
加
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
。
地
区
の
現
状
や
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　町
政
懇
談
会
の
模
様
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

例
年
、
四
地
区
で
開
催
し
て
い

た
懇
談
会
で
す
が
、
今
回
は
よ
り

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
な
話
題

に
つ
い
て
も
対
話
の
機
会
を
増
や

そ
う
と
、
平
日
の
夜
七
時
か
ら
小

学
校
区
単
位
の
十
会
場
で
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
昨
年
よ
り
三

十
人
多
い
延
べ
百
五
十
八
人
が
参

加
し
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
▼

町
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
▼
町
職

員
の
給
与
と
人
員
の
削
減
に
つ
い

て
▼
町
有
地
の
空
き
地
利
活
用
に

つ
い
て
▼
町
道
整
備
に
つ
い
て　

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
▼
独
身
者
へ
の
結
婚
支
援
策
に

つ
い
て
▼
被
災
者
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
▼
災
害
発
生
時
の
対
応
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
▼
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て　

な
ど　

身
近
な

課
題
か
ら
国
の
施
策
な
ど
に
関
す

る
も
の
ま
で
幅
広
い
内
容
に
つ
い

て
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
百
三
十
余
り
に
も
及
ぶ

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
、
要
望

を
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
対
す
る
回

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
計
画

の
五
つ
の
施
策
大
綱
に
沿
っ
て
そ

の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
懇
談
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
回
答
事
項
の
中

に
は
、
懇
談
会
後
に
改
善
措
置
さ

れ
た
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話対話
小
学
校
区
単
位
で
の
開
催

懇
談
会
で
の
主
な
内
容
は
︙

参加された皆さんと対話する深谷町長
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種
目
に
取
り
組
め
な
い
学
校
も
あ

り
ま
す
。
児
童
の
競
争
意
識
へ
の

影
響
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
小

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
小
学
校
は
減
ら
し
た
く
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
考
え
る

と
、
あ
る
程
度
の
人
数
は
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
同
級
生
が

多
く
い
て
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
が

で
き
る
、
勉
強
に
つ
い
て
も
他
人

の
意
見
を
聞
け
る
な
ど
の
環
境
は

大
事
な
こ
と
で
す
。

　

小
学
校
の
場
合
、
通
学
距
離
の

問
題
も
あ
り
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
こ
こ
二
・
三
年
で
統
合
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
新
入
生
が
三
年
も
入
ら
な
い

状
況
に
な
れ
ば
検
討
は
必
要
に

な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
雫
石
中
学
校
の
多
く
の
生

徒
は
盛
岡
の
高
校
に
進
学
し
て
い

ま
す
が
、
雫
石
高
校
は
存
続
し
て

い
け
る
の
で
す
か
。

【
答
】
存
続
を
願
っ
て
い
ま
す
。

雫
石
高
校
に
は
良
い
と
こ
ろ
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
近
隣
市
町
村
か

ら
も
生
徒
が
入
学
し
て
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
郷
土
芸
能
委

員
会
に
よ
る
地
元
の
駒
木
野
さ
ん

さ
踊
り
や
保
健
委
員
会
に
よ
る
保

健
劇
は
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
出
演

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く

ス
キ
ー
場
が
あ
る
の
で
す
か
ら
関

係
し
た
生
徒
が
入
っ
て
く
れ
ば
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

県
立
高
校
で
す
の
で
存
続
は
県

で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
雫
石
高
校
の
良
い
と
こ
ろ
を

ア
ピ
ー
ル
し
存
続
で
き
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
、
冬
場
や
路
線
バ
ス
の

走
っ
て
い
な
い
地
域
な
ど
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

【
答
】
現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

原
則
、
雫
石
中
学
校
は
六
㌔
、
小

学
校
は
四
㌔
以
上
の
通
学
距
離
の

児
童
生
徒
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
運
行
す
る
バ
ス
の
定
員
に
余

裕
が
あ
る
場
合
な
ど
は
利
用
拡
大

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用

し
て
い
る
バ
ス
は
マ
イ
ク
ロ
や
大

型
な
ど
で
す
が
、
大
型
バ
ス
な
ど

は
狭
い
道
路
を
通
行
で
き
な
い
た

め
、
地
域
や
道
路
幅
員
な
ど
を
考

慮
し
運
行
路
線
や
バ
ス
の
種
類
を

決
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
情
か
ら
、
通
学
距
離
に
よ
る
利

用
の
区
分
や
運
行
経
路
の
制
限
を

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
す
る
よ
う
な
遠
距
離
の
児
童
生

徒
が
多
く
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
要

望
に
お
応
え
で
き
な
い
地
域
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
全
体

的
な
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

大村小学校区の様子 雫石小学校区の様子

【
問
】
総
合
計
画
を
見
ま
し
た
が
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
今
の
電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
を
み
て
も
、
エ
コ
な
町

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
町
の
木
材
な
ど
が
あ
ま
り

利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
間
伐
材
な
ど
か
ら
の
チ
ッ
プ

材
を
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
に
す
る
な
ど

利
用
価
値
が
た
く
さ
ん
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
雫
石
の
も
の

で
で
き
る
エ
コ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】
児
童
数
が
減
っ
て
い
る
小

学
校
が
多
く
あ
り
、
体
育
で
団
体

●
環
境
を
守
り
育
て
る
ま
ち

●
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

橋場小学校区の様子

上長山小学校区の様子

駒木野さんさ踊りを披露す
る雫石高校郷土芸能委員会

スクールバスを利用する児童
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下長山小学校区の様子 安庭小学校区の様子 七ツ森小学校区の様子

況
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度

の
決
算
書
を
み
る
と
赤
字
の
よ
う

で
す
が
、
個
々
の
経
営
状
況
は
ど

の
よ
う
な
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
道
の
駅
あ
ね
っ
こ
な
ど
を

運
営
す
る
㈱
し
ず
く
い
し
の
経
営

状
況
で
す
が
、
開
業
し
て
か
ら
は

黒
字
経
営
が
続
い
て
い
ま
し
た
が

そ
の
後
の
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ

り
、
平
成
二
十
一
年
度
は
約
千
六

百
七
十
万
円
の
赤
字
、
平
成
二
十

二
年
度
は
約
五
百
八
十
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
社
資
本

金
の
一
億
円
は
減
ら
し
て
い
ま
せ

ん
。
累
積
の
余
剰
金
が
あ
り
ま
す

の
で
そ
れ
を
充
て
て
い
ま
す
。

　

経
営
内
容
は
道
の
駅
の
産
直
施

設
と
売
店
部
門
が
黒
字
、
食
堂
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
は
収
支
が
ほ
ぼ

同
額
、
わ
さ
び
事
業
と
銀
河
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
産
直
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
が
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
、

お
客
さ
ん
の
交
流
が
な
け
れ
ば
難

し
い
の
で
す
が
、
営
業
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
は
少
し
ず
つ
利
用
が
伸
び

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
民
間
企
業
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
商
品
開
発
な

ど
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
問
】
原
発
問
題
に
係
る
畜
産
な

ど
へ
の
影
響
が
心
配
で
す
。
子
牛

市
場
で
も
、
例
年
よ
り
安
く
な
っ

て
い
ま
す
。
明
ら
か
に
原
発
が
影

響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

と
し
て
は
国
や
東
京
電
力
に
対

し
、
補
償
要
求
を
考
え
て
い
る
の

で
す
か
。

【
答
】
畜
産
関
係
の
補
償
問
題
に

つ
い
て
は
J
A
が
窓
口
に
な
り
調

査
し
、
県
が
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
も
県
や
J
A

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
原
発
災
害

と
し
て
徹
底
的
に
国
や
東
京
電
力

へ
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】
胃
が
ん
検
診
な
ど
の
検
診

時
に
待
ち
時
間
が
長
い
の
で
何
か

改
善
で
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
廊
下

な
ど
の
暖
房
の
無
い
場
所
で
待
た

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
整
理

券
の
発
行
や
待
ち
時
間
が
分
か
る

よ
う
工
夫
し
て
ほ
し
い
で
す
。

【
答
】
胃
が
ん
検
診
は
例
年
十
月

下
旬
の
九
日
間
実
施
し
、
早
朝
の

検
診
の
た
め
受
診
し
や
す
い
よ
う

各
地
区
に
会
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
検
診
車
も
対
象
人
数
に
応
じ

配
置
し
て
い
ま
す
が
、
会
場
に

よ
っ
て
は
受
診
者
が
集
中
す
る
時

間
帯
が
あ
り
、
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ご
了
承

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
検
診
の
後
半
に
は
未
受

診
者
を
対
象
と
し
た
日
程
を
設
け

検
診
車
三
台
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
受
診
者
が
集
中
す
る
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
、
同
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

待
っ
て
い
る
人
に
苦
痛
が
な
い
よ

う
な
対
策
と
会
場
の
暖
房
に
つ
い

て
で
き
る
だ
け
工
夫
し
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
将
来
人
口
の
減
少
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
策
と
し
て

企
業
誘
致
な
ど
は
考
え
な
い
の
で

す
か
。

【
答
】
当
町
に
は
工
業
団
地
的
な

土
地
は
造
成
し
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
よ
う
な
計
画
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

町
有
地
は
複
数
箇
所
あ
り
ま
す

が
、
現
在
、
工
場
な
ど
を
誘
致
す

る
工
業
用
地
で
は
な
く
医
療
・
介

護
・
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
施
設
が

で
き
な
い
か
検
討
中
で
す
。
町
は

温
泉
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ

に
関
わ
っ
て
い
け
る
民
間
資
本
の

導
入
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ほ
か
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
地
場
の
企
業
を
育
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
規
模
は
小
さ

く
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
一
人

で
も
二
人
で
も
雇
え
ば
全
体
と
し

て
大
き
な
雇
用
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
㈱
し
ず
く
い
し
の
経
営
状

●
産
業
力
を
高
め
合
い

　活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち

●
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　ま
ち

●
健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

　ま
ち

多くの来場者が訪れる道の駅雫石あねっこ
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御明神小学校区の様子 西根小学校区の様子 南畑小学校区の様子

【
問
】
情
報
通
信
技
術
の
利
活
用

の
促
進
に
つ
い
て
、
震
災
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
活
躍
し
ま
し

た
。
公
民
館
の
初
心
者
向
け
パ
ソ

コ
ン
講
座
だ
け
で
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
使
い

こ
な
す
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。
ま
た
町
内
に
は
サ
ー
ク

ル
や
個
人
グ
ル
ー
プ
で
パ
ソ
コ
ン

を
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
う

の
で
、
連
携
し
て
や
っ
て
み
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。

【
答
】
今
年
七
月
に
は
、
町
内
全

域
に
フ
レ
ッ
ツ
光
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
も
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
人

も
い
る
と
思
う
の
で
普
及
す
る
よ

う
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
教
室
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
講
師
を
含
め
た
主
催

者
側
と
参
加
者
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
問
】
災
害
発
生
時
の
被
災
範
囲

の
想
定
や
避
難
場
所
に
つ
い
て
で

す
が
、
火
山
噴
火
の
想
定
な
ど
は

あ
り
ま
す
が
、
火
山
灰
に
よ
る
泥

流
や
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫

な
ど
、
多
く
の
場
面
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
避
難

先
や
対
応
が
同
じ
で
は
な
い
と
思

う
の
で
す
が
何
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
み

た
い
な
も
の
は
あ
る
の
で
す
か
。

【
答
】
雫
石
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ

は
火
山
災
害
、
土
砂
災
害
、
洪
水

災
害
な
ど
を
想
定
し
作
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
に
対
応
す
る

た
め
の
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
各
地
区
公
民
館
の
ほ
か
、
地
域

ご
と
に
避
難
場
所
を
設
定
し
て
い

ま
す
が
、
災
害
の
発
生
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
避
難
先
を
変
更
し
た
り

す
る
な
ど
の
判
断
も
必
要
に
な
り

ま
す
。
総
合
防
災
マ
ッ
プ
で
最
寄

り
の
避
難
所
を
あ
ら
か
じ
め
確
認

し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
総
合
防
災
マ
ッ

プ
や
地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
際

に
は
総
合
的
に
検
討
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】
町
議
会
に
つ
い
て
の

質
問
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
町
議
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

議
会
改
革
を
検
討
す
る
た
め
の
議

会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
「
議
会
だ
よ

り
第
七
十
九
号
（
十
月
二
十
七
日

発
行
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
政
懇
談
会
に
参
加
さ

れ
た
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
左
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今後の懇談会の希望を教えてください

時
期

項　目 回答数 比率
1〜3月頃 12 11.8%
4〜6月頃 14 13.7%
7〜9月頃 26 25.5%
10〜12月頃 0 0.0%
いつでもいい 50 49.0%

計 134 100.0%

曜
日

項　目 回答数 比率
平日 43 33.3%
土日 16 12.4%
いつでもいい 70 54.3%

計 129 100.0%

時
間
帯

項　目 回答数 比率
午前 1 0.8%
午後 8 6.0%
夜 102 76.7%
いつでもいい 22 16.5%

計 133 100.0%

時
間
数

項　目 回答数 比率
1時間程度 10 7.6%
1時間30分程度 87 65.9%
2時間程度 33 25.0%
その他 2 1.5%

計 132 100.0%

場
所

項　目 回答数 比率
4地区で 23 18.4%
小学校区で 98 78.4%
その他 4 3.2%

計 125 100.0%

来年度も町政懇談会に参加していただけますか
項　目 回答数 比率

ア　可能な限り参加したい 119 84.4%
イ　参加したくない 1 0.7%
ウ　わからない 21 14.9%

計 141 100.0%

本日の懇談会の内容はいかがでしたか
項　目 回答数 比率

ア　とても良かった 42 31.3%
イ　良かった 83 62.0%
ウ　あまり良くなかった 2 1.5%
エ　良くなかった 0 0.0%
オ　わからない 5 3.7%
カ　その他 2 1.5%

計 134 100.0%

町政懇談会に参加したことはありますか
項　目 回答数 比率

ア　ある 78 53.4%
イ　ない（今回が初めて） 67 45.9%
ウ　わからない 1 0.7%

計 146 100.0%
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度
か
ら
は
雫
石
町
統
計
調
査
員
協
議
会

会
長
と
し
て
、
協
議
会
活
動
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
の
指
導
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
高
藤
昌
次
郎
さ
ん

（
八
十
一
歳
、
赤
滝
）
が「
総
務
大
臣
表

彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
高
藤
さ
ん
は
、

昭
和
四
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
の
四
十

三
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
統
計
調
査
員

と
し
て
各
種
統
計
調
査
に
尽
力
さ
れ
、

昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
長
年
の
経
験

を
活
か
し
た
調
査
員
指
導
及
び
正
確
な

審
査
事
務
に
よ
り
円
滑
な
調
査
の
実
施

に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
九
年

長
き
に
わ
た
る
統
計
調
査
の
功
績
認
め
ら
れ

高
藤
昌
次
郎
さ
ん
に
総
務
大
臣
表
彰

表
彰

大
久
保 

光
悦（上

町
一
・
80
歳
）

さ
ん

　昭和 26年１月１日の消防団拝命以来、35
年４カ月の長きにわたり本町の消防防災行政
の歩みとともに職務に精励し、町民の財産生
命を守るため尽力されました。昭和 60年か
らは分団長として後継団員育成にも努められ、
団員の士気高揚と技術向上に尽力されました。

「
地
域
づ
く
り
表
彰
」
で
同
協
議
会
会
長
賞

軽
ト
ラ
ッ
ク
市
実
行
委
員
会
が
受
賞

表
彰

　

国
土
交
通
省
の
「
2
0
1
1
地
域
づ

く
り
表
彰
」
に
お
い
て
、
し
ず
く
い
し

軽
ト
ラ
ッ
ク
市
実
行
委
員
会
が
、
全
国

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
十
一
月
十

一
日
に
東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
同
実
行

委
員
会
相
澤
潤
一
委
員
長
が
同
協
議
会

会
長
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
十
七
年

に
「
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
」
を
開
催
。
全
国

に
先
駆
け
た
取
り
組
み
や
商
店
街
一
丸

と
な
っ
た
に
ぎ
わ
い
創
出
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

細
川
さ
ん
の
受
賞
作
品
は
、
春
季
火

災
予
防
運
動
の
際
に
、
役
場
庁
舎
に
展

示
す
る
予
定
で
す
。

　

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

主
催
の
平
成
二
十
三
年
度
防
火
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
応
募
総

数
八
百
五
作
品
の
中
か
ら
、
東
町
一
地

区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
七
ツ

森
小
学
校
三
年
の
細
川
魁
さ
ん（
八
歳
、

東
町
）
の
作
品
が
消
防
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
表
彰
式
は
十
一
月
九
日
、
消

防
同
本
部
で
行
わ
れ
、
細
川
さ
ん
は
高

橋
賢
一
消
防
長
か
ら
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ

の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

盛
岡
消
防
本
部
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

細
川
魁か

い

さ
ん
が
消
防
長
賞
を
受
賞

表
彰

表彰状を受けるしずくいし軽ト
ラック市実行委員会相澤委員長消防長賞を受賞した細川魁さん

総務大臣表彰を受賞
された高藤昌次郎さん

秋の叙勲

瑞　宝　単　光　章
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環境
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平
成
23
年
度

 
町
勢
功
労
者
６
氏
を
表
彰

　

町
勢
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
24
日
、

町
役
場
で
開
か
れ
、
６
氏
を
表
彰
し

ま
し
た
。
町
勢
功
労
者
表
彰
は
、
毎

年
町
勢
発
展
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
た
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
大
久
保
さ
ん
は
秋
の
叙
勲

も
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

伊藤哲夫さん
（高前田一区・76歳）

　昭和 50 年から昭和 62
年、平成 3 年から平成 23
年までの 32 年以上の長き
にわたり、町議会議員とし
て町政審議に参画し、中で
も平成 9 年より 2 年間教
育民生常任委員長として、
平成 19 年より 2 年間議会
運営委員長として町政の発
展と地方自治の振興に尽力
されました。

　平成 3 年より 12 年間の
長きにわたり、町議会議員と
して町政審議に参画し、中で
も平成 9 年から 13 年まで
2 期にわたり、総務常任委員
長、教育民生常任委員長を歴
任し地方自治の振興と町政の
進展に尽力されました。また
昭和 38 年の消防団拝命以来
48 年の長きにわたり、特に
も平成 15 年からは消防団長
として町民の財産生命を守る
ため尽力されました。

松木壽司さん
（林崎・73歳）

上川原弘さん
（下春木場・75歳）

　平成 7 年から平成 23 年
ま で 16 年 間 の 長 き に わ
たり、御明神財産区管理委
員として管理運営審議に参
画し、森林資源の保全に尽
力されました。中でも平成
15 年から 23 年までは管
理会会長として財産区の発
展と地方自治の進展に寄与
されました。

大久保光悦さん
（上町一・80歳）

　 昭 和 26 年 1 月 1 日 の
消防団拝命以来、35 年 4
か月の長きにわたり本町の
消防防災行政の歩みととも
に職務に精励し、町民の財
産生命を守るため尽力され
ました。昭和 60 年からは
分団長として団員の指導、
育成に尽力されました。

　平成 10 年から 12 年間雫
石町国際交流協会会長として
青少年の海外派遣事業の充実
など国際交流を通じた町の国
際理解の向上に貢献されまし
た。また、平成 5 年から 14
年間雫石町文化財保護審議会
委員として文化財保護審議に
参画し、町の文化財保護行政
の進展に寄与されました。

小田信雄さん
（林・80歳）

　昭和 40 年に統計調査員と
して任命されて以来、46 年
間統計業務を通じて、各行政
諸政策の基礎資料の作成に精
励されました。
　この間に国勢調査 9 回、
農林業サンセス 9 回、岩手
県農林業統計調査 14 回など
多くの統計業務に従事されま
した。

左近龍光さん
（黒沢川・72歳）
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町
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
伴
い
、
町
内
産
ソ
バ

の
放
射
性
物
質
の
測
定
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
放
射
性
物
質
は
、
不

検
出
で
あ
り
安
全
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、南
部
か
し
わ
の
肉
、鶏
卵
、

根
ミ
ツ
バ
を
測
定
す
る
予
定
で
す
。
測

定
結
果
は
、
本
紙
お
よ
び
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」
で
す

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
そ
う

環
境

（表 1）ソバの測定結果（11月 1日測定）

採取日 品目
測定値（単位：Bq（ベクレル）/kg）

放射性ヨウ素 放射性セシウム
134

放射性セシウム
137

10 月 29 日 ソバ 不検出
（＜16）

不検出
（＜14）

不検出
（＜14）

※�調査結果について、「不検出」の場合に「不検出（＜（検出下限値））」
として検出下限値を記載しています。
※�厚生労働省の穀類の暫定規制値は、放射性セシウム 500Bq/kg と
なっています。

放
射
性
物
質
測
定
結
果

ソ
バ
を
測
定
し
不
検
出

実践！エコライフチェック
項　目 年間の節約

金額（円）
CO2 排出削減量
（ｇ－CO２/日）

他の用事をするときにはテレビを消す 995 42
人がいない部屋の照明はこまめに消灯する 915 38
長時間使わないときは電化製品のプラグをコンセントから抜く 3,036 128
省エネ型の蛍光灯、電球型蛍光ランプ、LED照明を使用する 1,848 78
冷蔵庫は開けている時間を短くするように気をつける 134 5
冷蔵庫にはものを詰め込みすぎないようにする 964 40
炊飯ジャーを長時間保温のままにしないで、電子レンジを活用する 1,999 84
洗いものをするときは給湯器の温度設定を出来るだけ低くする 2,367 72
買い物に行くときはエコバッグを持っていきレジ袋をもらわない 72
地産地消を心がけ、野菜や魚など食料品は近くの産地のものを買う 218
食事は残さず食べるなど、生ゴミを減らす 23
市町村のルールに従って、ゴミを分別する 153
歯磨きのときは水を出しっぱなしをしない 2,338 20
洗濯をするときはまとめて洗う 3,110 31
お風呂には間隔を置かずに続けて入る 10,275 217
シャワーはお湯を流しっぱなしにしない 10,010 180
外出時はできるだけ車に乗らず、電車・バスなど公共交通機関を利用する
車を運転するときはふんわりアクセル「eスタート」をする
（５秒で 20 km/ ｈとなるようなスタート） 10,780 531

車を運転するときは早めのアクセルオフをする 2,333 114
駐・停車をするときはアイドリングストップをする 2,235 110
冬は部屋の温度を 20℃以下に設定する 715 149

出典：温暖化防止いわて県民会議「実践！エコライフアンケート 2010」

　

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
原
因
は
、
二

酸
化
炭
素
の
増
加
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
ガ
ス
が
増
え

る
と
、
地
球
の
熱
が
宇
宙
空
間
へ
放
出

し
づ
ら
く
な
り
、
地
球
の
平
均
気
温
が

ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

は
、
四
十
年
前
の
約
二
倍
に
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
排
出
し
つ
づ
け
る
と

次
の
よ
う
な
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

◉
異
常
気
象
が
多
発

　

地
域
に
よ
っ
て
は
干
ば
つ
が
進
ん
だ

り
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
洪
水
被
害

が
増
え
ま
す
。

◉
食
料
生
産
へ
の
影
響

　

気
候
変
化
や
病
害
虫
の
増
加
で
農
作

物
の
収
穫
が
減
り
、
世
界
規
模
で
食
料

不
足
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◉
海
面
の
上
昇

　

氷
河
の
溶
解
な
ど
で
今
後
百
年
間
で

最
大
五
十
九
㌢
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　地
球
温
暖
化
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
！
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
「
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
減
ら
す
」
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
身
近
に
で
き
る
こ
と
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

◉
生
態
系
へ
の
影
響

　

環
境
変
化
に
対
応
で
き
な
い
生
物
は

絶
滅
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◉
熱
中
症
や
感
染
病
の
増
加

　

マ
ラ
リ
ア
な
ど
熱
帯
性
の
感
染
症
の

発
生
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

◆
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
生
活

が
地
球
温
暖
化
と
密
接
に
関
わ
り
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
て
、
環
境
に
や
さ
し

い
生
活
を
心
掛
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
左
表
の「
実
践
！
エ
コ
ラ
イ
フ

チ
ェ
ッ
ク
」
で
、
あ
な
た
の
取
り
組
み

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

●町役場への問い合わせ…☎ 692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

◆試験職種、採用予定人員および受験資格◆

職　種 採用予
定人員 受験資格

一 般 事 務
（社会福祉士
有資格者）

1人

　昭和59年4月2日以後に生まれた
者で、「社会福祉士及び介護福祉士
法」による社会福祉士の資格取得者、
もしくは平成24年3月までに取得見
込みの者

保 健 師 1人
　昭和57年4月2日以後に生まれた
者で、保健師免許取得者、もしくは
平成24年3月までに取得見込みの者

込
書
に
貼
り
、
も
う
一
枚
は
裏
面
に
氏

名
を
記
入
し
、
申
込
用
紙
に
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
票
送
付
用
の

八
十
円
切
手
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
験
票
の
送
付

　

申
込
書
を
審
査
の
上
、
受
験
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
受
験
者
に
、
受
験
票
を

送
付
し
ま
す
。

【
試
験
日・
内
容
】

①
第
一
次
試
験
▼
一
月
二
十
九
日（
日
）

⃝
教
養
試
験
▼
筆
記（
多
岐
選
択
式
）

⃝
作
文
試
験
▼
筆
記（
記
述
式
）

⃝
専
門
試
験（
保
健
師
の
み
）
▼
専
門

的
知
識
に
つ
い
て
筆
記
試
験

②
第
二
次
試
験

⃝
面
接
試
験
▼
職
員
と
し
て
の
必
要
な

素
質
、
適
性
な
ど
を
見
る
・
個
人
面

接
試
験

※
受
験
日
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

【
合
格
者
の
発
表
】

第
一
次
試
験
▼
二
月
中
旬

第
二
次
試
験
▼
三
月
上
旬

※
各
試
験
と
も
受
験
者
全
員
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

【
合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ
】

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿

　

町
は
、
平
成
二
十
四
年
度
町
職
員
採

用
候
補
者
を
決
め
る
た
め
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

十
二
月
八
日（
木
）
〜
平
成
二
十
四

年
一
月
十
日（
火
）、
八
時
三
十
分
〜
十

七
時
十
五
分（
土
日
・
祝
日
・
十
二
月
二

十
九
日
〜
平
成
二
十
四
年
一
月
三
日
を

除
く
）

※
郵
送
の
場
合
も
一
月
十
日
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

①
申
込
用
紙
の
交
付

　

申
込
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課
で
交

付
し
ま
す
。

　

申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験
受

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
百
二

十
円
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を
記
入
し
た

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
入
る
返
信
用
封

筒
を
同
封
の
上
、
同
課（
〒
０
２
０
・

０
５
９
５　

住
所
記
載
不
要
）
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
の
申
し
込
み

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
二
枚
を
用
意
し
て
総
務
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
写
真
は
、
一
枚
は
申

に
登
録
さ
れ
ま
す
。
採
用
予
定
日
は
、

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
で
す
。な
お
、

採
用
候
補
者
名
簿
は
原
則
と
し
て
同
年

四
月
一
日
か
ら
一
年
間
有
効
で
、
必
要

に
応
じ
て
採
用
に
な
り
ま
す
。

※
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
務
課
職

員
担
当（
☎
6
9
2
・
6
4
8
7
）

募
集
期
間
は
1
月
10
日
ま
で

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集

町
の
窓
口
業
務
な
ど

年
末
年
始
の
業
務
日

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

年
末
年
始
の
町
役
場
業
務
は
、
次

の
と
お
り
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
業
務
日
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
一
般
業
務
】

　

町
役
場
の
一
般
業
務
は
、
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
み
期

間
中
の
婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届

な
ど
は
宿
日
直
者
が
受
け
付
け
し
ま

す
。

　

受
付
場
所
は
、
役
場
庁
舎
西
側
通

用
口
脇
の
日
直
室
で
す
。
住
民
票
、

納
税
証
明
書
な
ど
の
発
行
業
務
は
休

み
ま
す
の
で
、必
要
と
な
る
場
合
は
、

お
早
め
の
請
求
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
保
健
衛
生
業
務
】

　

保
健
衛
生
業
務
は
次
の
と
お
り
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

十
二
月
三
十
一
日
〜
一
月
三
日

◉
ご
み
収
集

　

ご
み
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し
方

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◉
患
者
輸
送
バ
ス

　

十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日

◉
火
葬
場

　

十
二
月
三
十
一
日
〜
一
月
二
日
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ま
た
、
ぬ
る
ま
湯
の
代
用
と
し
て
ヘ

ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
温
め

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

な
ど
は
、
炎
や
加
熱
し
た
水
道
管
か
ら

火
災
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
な
ど
で
も
水
が
出
な

い
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
町
役

場
上
下
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
修
理
費
用
は
お
客
様
の
負
担
に

な
り
ま
す
。

　

寒
波
の
到
来
な
ど
で
一
度
に
多
く
の

家
庭
で
水
道
管
が
凍
結
し
て
、
業
者
に

修
理
依
頼
が
殺
到
し
た
場
合
、
解
凍
作

業
へ
の
着
手
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
程
度
に
よ
っ
て
は
、
一
日
中
水
道

が
使
え
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
に
注
意
し
て

水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
上
下
水
道

課
（
☎
６
９
２
・
６
５
９
２
）

吸
い
込
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
水
抜
き
完
了
で
す
（
操
作
は
②
▼
①

の
順
序
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
の
ロ
ー
タ
ン
ク
の
水

も
忘
れ
ず
に
流
し
て
く
だ
さ
い
。

③
前
述
の
作
業
で
、
凍
結
の
原
因
で
あ

る
「
水
」
が
配
管
内
か
ら
地
中
へ
排
出

さ
れ
る
た
め
、
凍
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。

注
意
！

　水
抜
栓
は
最
後
ま
で
し
っ
か

り
開
閉
し
ま
し
ょ
う
。
開
閉
が
中
途
半

端
な
ま
ま
で
は
、
水
が
地
中
に
流
れ
続

け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
水
道

料
金
が
高
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
水
抜

栓
の
開
閉
は
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

蛇
口
付
近
な
ど
凍
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ぬ
る
ま

湯
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
を

か
ぶ
せ
る
の
は
余
熱
を
利
用
す
る
た
め

で
す
。

出
な
ど
で
長
時
間
水
道
を
使
わ
な
い
時

は
水
抜
栓
（
不
凍
栓
）
で
水
を
抜
い
て

凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

①
水
抜
き
ハ
ン
ド
ル
を
完
全
に
閉
め
る
。

②
蛇
口
を
い
っ
ぱ
い
に
開
け
る
。
蛇
口

に
手
の
ひ
ら
を
当
て
て
み
て
、
空
気
を

	　

水
道
管
内
の
水
は
、
気
温
が
氷
点
下

に
な
る
と
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
水
道
水
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出

な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
水
道
管
の
破

裂
に
も
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
夜
間
や
外

冬
季
の
水
道
管
理
に
気
を
つ
け
て

確
実
な
水
抜
き
操
作
で
凍
結
防
止
の
徹
底
を

生
活

◆
凍
結
し
な
い
よ
う
予
防
を

　﹁夜
間
や
外
出
時
は
水
抜
き
を
﹂

◆
水
抜
栓
の
し
く
み
と
操
作
方
法

　﹁水
抜
栓
の
開
閉
は
確
実
に
﹂

◆
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
な
ら

　﹁蛇
口
付
近
を
温
め
ま
し
ょ
う
﹂

◆
そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は

　﹁専
門
業
者
に
修
理
依
頼
を
﹂

水栓金具
（蛇口） 立上り管

水抜きハンドル

排水部

配管の水が地中に
排出されます

1次側
（止水）

2次側
（水抜き）

埋設深度
（60 cm）
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町
営
住
宅
16
戸
の
入
居
者
を
募
集

申
込
期
間
は
12
月
15
日
〜
27
日

募
集

ド
が
可
能
で
す
）

②
入
居
者
全
員
の
続
柄
、
本
籍
が
記
載

さ
れ
て
い
る
書
類（
住
民
票
の
写
し
）

③
市
町
村
長
が
発
行
す
る
所
得
証
明
書

（
平
成
二
十
一
年
中
の
も
の
、
入
居

す
る
人
全
員
分
）

※
そ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
、
各
種
書

類
の
写
し
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、書
類
に
よ
っ

て
は
、
取
得
す
る
ま
で
に
日
数
を
要
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
提
出
の
際
、
家
族
の
状
況
な

ど
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
本
人
ま

た
は
家
族
が
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

②
入
居
す
る
際
、
連
帯
保
証
人
を
町
内

か
ら
二
人
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す

（
町
内
に
居
住
し
て
い
て
、
入
居
者

と
同
等
以
上
の
収
入
が
あ
り
、
独
立

し
た
生
計
を
営
ん
で
い
る
人
）。

③
入
居
す
る
際
、
敷
金（
家
賃
の
三
カ

月
分
）
を
徴
収
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

十
二
月
十
五
日（
木
）
か
ら
十
二
月
二

十
七
日（
火
）
ま
で
※
土
日
・
祝
日
を

除
き
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
町
役
場
地

域
整
備
課
管
理
担
当（
☎
６
９
２
・
６

５
７
４
）

　

町
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

①
現
に
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が

あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

こ
と（
た
だ
し
六
十
歳
以
上
の
人
、

障
が
い
者
、
生
活
保
護
受
給
者
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
の
用
件

が
あ
る
人
な
ど
は
こ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と

④
政
令
に
定
め
る
収
入（
所
得
）
の
範

囲
で
あ
る
こ
と

・
高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
な
ど（
裁

量
階
層
）
の
世
帯
▼
月
額
二
十
一
万

四
千
円
以
下

・
一
般
世
帯
▼
月
額
十
五
万
八
千
円
以

下
⑤
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

な
ど
に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と

①
町
営
住
宅
入
居
申
込
書（
町
役
場
地

域
整
備
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

◉入居者を募集する住宅
募集住宅 募集戸数 構　造 間取り 浴槽 家　賃 建築年度

源大堂 2戸 中層耐火構造 3階建
（集合住宅）

3DK 無 19,500 円〜29,000 円 H3
1 戸 2DK 無 16,000 円〜23,800 円 H3

上　町 2戸 木造 2階建
（メゾネットタイプ） 2 LDK 有 26,000 円〜38,700 円 H12

戸　沢 1戸 木造平屋建 2K 無 2,700 円〜4,000 円 S37
西　根 1戸 木造平屋建 2K 無 1,500 円〜2,200 円 S31

新高前田 9戸 木造簡易耐火構造
（長屋） 2K 無 2,700 円〜8,700 円 S37〜47

※家賃▶所得により異なります。
　浴槽▶有：ユニットバス設置済み。
　　　　無：浴室スペースはありますが、浴槽と風呂釜は入居者の設置が必要です。

●
申
し
込
み
時
の
提
出
書
類

●
そ
の
他

明
る
く
安
全
で
安
心
な
ま
ち
へ

防
犯
・
交
通
安
全
の

標
語
を
募
集
し
ま
す

　

町
と
雫
石
町
防
犯
交
通
安
全
協
会

連
合
会
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

防
犯
・
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
犯

罪
や
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
標

語
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
入
選
作

品
は
、
来
年
二
月
に
開
催
予
定
の
雫

石
町
防
犯
交
通
安
全
推
進
大
会
で
表

彰
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】
防
犯
お
よ
び
交
通
安
全

【
応
募
資
格
】
町
内
在
住
ま
た
は
町

内
に
通
勤
・
通
学
を
し
て
い
る
高
校

生
以
上
の
人

【
応
募
上
の
注
意
】

①
応
募
は
一
人
二
点
ま
で
。

②
標
語
は「
三
行
詩（
三
行
に
ま
と
め

た
短
い
自
由
詩
）」
で
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。
字
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】
十
二
月
八
日（
木
）
〜

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
方
法
】
町
役
場
総
務
課
ま
で

持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
応
募
で
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
務
課

消
防
交
通
担
当（
☎
６
９
２
・
６
４

９
０
）
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付
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
月
の
納
付
が

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
督
促
状
が

発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

④
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
納
付
書
の
使
用
に
つ
い
て
詳
し
く
は

平
成
二
十
四
年
度
に
送
付
さ
れ
る
各

納
付
書
の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
町

税
管
理
担
当（
☎
６
９
２
・
６
４
８
２
）

　

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、
町
県
民
税

（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
（
普
通
徴
収
）
の
納
付
が
、
全
国
の

主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
東
北

管
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
で

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
は
、
来
年
の
本
紙
三
月
号
で
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
納
付
書
の
裏
面
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
ほ
ぼ
全
て
の

店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

◆
注
意
事
項

①
平
成
二
十
三
年
以
前
に
発
行
さ
れ
た

納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
お
よ
び
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
今
ま
で
の
納
付
書
は
、
納
税
通
知
書

に
ま
と
め
て
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ン
ビ
ニ
お
よ
び
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
で
納
付
可
能
な
新
し
い
バ
ー
コ
ー

ド
付
き
の
納
付
書
は
、
納
税
通
知
書

と
は
別
に
納
期
ご
と
に
一
枚
ず
つ
切

り
離
さ
れ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付

の
際
は
、
納
期
を
間
違
え
な
い
よ
う

各
納
期
用
の
納
付
書
で
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
誤
っ
て
別
の
納
期
用
の
納
付
書
で
納

平
成
24
年
度
か
ら
納
税
が
便
利
に

コ
ン
ビ
ニ
で
町
税
の
納
付
が
可
能
に

税
金

　

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、
町

内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
法
人

お
よ
び
個
人
は
、
償
却
資
産
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
期
限

は
一
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
期
限
近
く
に
な
る
と
窓
口
が
混
雑

す
る
た
め
、
お
早
め
の
申
告
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

償
却
資
産
と
は
、
工
場
や
商
店
、
農

業
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構

築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
で
す（
土
地
、

家
屋
、
自
動
車
を
除
く
）。

　

平
成
二
十
二
年
中
に
申
告
さ
れ
た
人

に
は
十
二
月
下
旬
に
関
係
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
申
告
が
必
要

と
な
る
人
は
、
町
役
場
税
務
課
に
関
係

書
類
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
は
所
得
税（
住
民
税
）

の
確
定
申
告
書
な
ど
と
照
合
し
ま
す
の

で
、
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
資

産
税
担
当（
☎
６
９
２
・
６
４
８
１
）

で
も
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
一
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
一
年
間
の
課
税

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
度
途
中
の
取
り
壊
し
で
あ
っ
て

も
忘
れ
ず
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
法
務
局
に
家
屋
滅
失
登
記
を

し
た
場
合
は
、
町
へ
の
家
屋
滅
失
届
け

の
提
出
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
資

産
税
担
当（
☎
６
９
２
・
６
４
８
１
）

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
町
役
場
税
務
課
に
家
屋
滅

失
届
け
の
提
出
が
必
要
で
す
。
平
成
二

十
三
年
中
に
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
人

は
、年
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
一
月
一
日
に
固

定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し
て

課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

年
の
途
中
で
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

提
出
期
限
は
1
月
31
日

24
年
度
償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

税
金

23
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

年
内
に
滅
失
届
け
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

税
金

見 本

●新しい納入通知書の見本 【町税】※軽自動車税は別様式

バーコード
が付きます
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「
ふ
る
さ
と
文
化
振
興
基
金
」

24
年
度
募
集
を
受
け
付
け
ま
す

募
集

　

町
は
、
平
成
二
十
四
年
度
ふ
る
さ
と

文
化
振
興
基
金
の
補
助
対
象
事
業
の
一

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
文
化
振
興
基
金
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
文
化
や
産
業
の
振
興
の
た

め
自
主
的
に
取
り
組
む
活
動
や
調
査
、

研
究
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
制

度
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
音
楽
祭
や
講
演

会
の
ほ
か
三
輪
車
耐
久
レ
ー
ス
と
い
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
こ
の
基
金

を
活
用
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
助
成
す
る
活
動
お
よ
び
調
査
研
究
】

●
文
化
、
芸
術
の
保
存
・
伝
承
お
よ
び

活
性
化
の
た
め
の
事
業

●
福
祉
、
保
健
衛
生
の
向
上
の
た
め
の

事
業

●
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
、
観
光
の

活
性
化
の
た
め
の
事
業

●
自
然
保
護
、
環
境
対
策
の
た
め
の
事

業　
●
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演

会
の
開
催　

な
ど

【
補
助
金
の
割
合
お
よ
び
限
度
額
】

　

次
の
二
区
分
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

①
補
助
対
象
経
費
の
二
分
の
一
以
内
の

額（
新
規
事
業
お
よ
び
継
続
事
業
の
場

合
、
上
限
五
十
万
円
）

②
補
助
対
象
経
費
の
全
額（
新
規
事
業

の
場
合
、
上
限
二
十
万
円
、
一
回
限
り
）

【
申
込
期
限
】
平
成
二
十
四
年
一
月
三

十
一
日（
火
）
十
七
時

【
そ
の
他
】
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
町
役

場
経
営
推
進
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
書
類
の
書
き
方
な
ど
不
明
な
点
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
町
役
場
経

営
推
進
課
企
画
担
当（
☎
６
９
２
・
６

４
９
９
）

【
受
給
で
き
る
事
業
主
】
町
内
に
住
所

を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人
で
、
一
年

以
上
同
一
事
業
を
営
み
、
納
期
の
到
来

し
た
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

【
利
子
補
給
金
の
額
】
借
入
金
の
平
均

残
高
に
対
し
、
年
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
合
で
計
算
し
た
金
額
以
内
の
額

（
た
だ
し
上
限
十
四
万
円
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
観
光
商

工
課
商
工
労
政
担
当（
☎
６
９
２
・

６
４
９
７
）
ま
た
は
雫
石
商
工
会（
☎

６
９
２
・
3
3
２
１

　

町
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資

制
度
で
あ
る「
小
規
模
事
業
者
経
営
改

善
資
金
貸
付（
通
称「
マ
ル
経
資
金
」）」

の
二
十
三
年
度
借
入
金
に
対
す
る
利
子

に
補
給
金
を
交
付
し
、
小
規
模
事
業
所

の
安
定
し
た
経
営
を
支
援
し
ま
す
。
今

年
四
月
か
ら
来
年
三
月
末
ま
で
に
借
り

入
れ
し
た
資
金
が
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
公
庫
に
よ
る
貸
付
の
審
査
が
必
要

で
す（
借
り
入
れ
申
し
込
み
は
雫
石
商

工
会
ま
で
）。
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
小
規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
し
ま
す

マ
ル
経
資
金
の
23
年
度
借
入
金
に
利
子
補
給
を

補
助

今
年
は
午
後
に
開
催

交
通
指
導
隊
初
点
検
式・消
防
出
初
式

催
し

線
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
務
課
消

防
交
通
担
当（
☎
６
９
２
・
６
４
９
０
）

　

交
通
指
導
隊
に
よ
る
初
点
検
式
と
町

消
防
団
お
よ
び
町
婦
人
消
防
協
力
隊
に

よ
る
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】平
成
二
十
四
年
一
月
八
日（
日
）

初
点
検
式
▼
十
三
時
〜

消
防
出
初
式
▼
十
四
時
〜

【
場
所
】
町
役
場
駐
車
場
、
上
町
〜
中

町
の
県
道（
出
初
式
の
分
列
行
進
）

【
交
通
規
制
】
分
列
行
進
の
際
に
上
町

か
ら
中
町
ま
で
の
県
道
雫
石
東
八
幡
平

町中心商店街を威風
堂々行進する出初式

この基金を活用して行われた三輪車耐久レース
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町
内
の
県
道
・
農
道
の
一
部
で

冬
期
間
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

情
報

　

町
内
の
県
道
お
よ
び
農
道
の
一
部
が

冬
期
積
雪
の
た
め
、
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。
通
行
止
め
の
区
間
お
よ
び

解
除
予
定
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
路
線
名
（

解
除
予
定
日
、
場
所
）

の
順

①
県
道
西
山
生
保
内
線
（
平
成
二
十
四

年
四
月
二
十
二
日
、
高
倉
山
国
有
林
玄

武
洞
〜
同
地
熱
発
電
所
）

②
県
道
雫
石
東
八
幡
平
線
（
同
六
月
二

十
四
日
、
長
山
網
張
温
泉
〜
三
ツ
石
湿

原
（
八
幡
平
市
境
））

③
県
道
花
巻
雫
石
線（
同
五
月
二
十
日
、

南
畑
峰
越
峠
〜
レ
ン
滝
）

④
県
道
国
見
温
泉
線（
同
五
月
十
三
日
、

橋
場
国
見
温
泉
〜
同
荒
沢
地
内
国
道
46

号
交
差
点
）

⑤
県
道
矢
巾
西
安
庭
線
（
同
五
月
十
六

日
、矢
巾
町
南
昌
山
〜
西
安
庭
芦
ヶ
平
）

⑥
農
道
貝
沢
野
線
（
同
四
月
十
五
日
、

鴬
宿
切
留
〜
西
和
賀
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
道
▼
盛
岡
広
域

振
興
局
土
木
部
（
☎
６
２
９
・
６
６
４

６
）、
農
道
▼
町
役
場
農
林
課
農
業
振

興
担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
９
3
）

非
木
造
の
冷
蔵
倉
庫
所
有
者
を
探
し
て
い
ま
す

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
が
改
正
に

税
金

　

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
非
木
造
の
冷

蔵
倉
庫
（
保
管
温
度
が
十
℃
以
下
に
保

た
れ
る
倉
庫
）
の
固
定
資
産
税
は
、
評

価
額
の
計
算
方
法
の
変
更
に
伴
い
「
一

般
の
倉
庫
」
よ
り
も
耐
用
年
数
が
短
い

倉
庫
と
し
て
評
価
額
が
早
く
減
少
す
る

計
算
が
適
用
さ
れ
、
税
額
が
安
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
非
木
造
倉
庫

を
お
持
ち
の
人
は
、
町
役
場
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
連
絡
を

い
た
だ
い
た
倉
庫
に
つ
い
て
、
税
務
課

職
員
が
確
認
に
伺
い
ま
す
。

【
要
件
に
該
当
す
る
冷
蔵
用
倉
庫
】

　

主
な
用
途
が
冷
蔵
機
能
を
備
え
て
い

る
倉
庫
（
冷
蔵
倉
庫
部
分
が
床
面
積
の

五
〇
％
以
上
）
で
、
保
管
温
度
が
十
℃

以
下
に
保
た
れ
て
い
る
非
木
造
の
も
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
資

産
税
担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
８
１
）

た
め
に
配
備
し
た
も
の
で
す
。
地
域
で

の
有
効
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
は
、
自
宅
で
防
災
行
政
無
線
の
放

送
を
聞
け
る
「
個
別
受
信
機
」
二
百
六

十
一
台
を
、
十
一
月
中
旬
に
行
政
区
長

や
自
主
防
災
会
会
長
な
ど
に
配
備
し
ま

し
た
。
防
災
行
政
無
線
は
、
地
域
や
気

象
条
件
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
「
聞

き
取
り
に
く
い
」「
聞
こ
え
な
い
」
と

い
っ
た
お
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
住
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達
力
を
高
め
る

情
報
伝
達
力
を
高
め
る
た
め

個
別
受
信
機
を
区
長
な
ど
へ
配
備

防
災

内
で
五
千
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
一
万
㎡
以
上
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
区
域
内
で
一
万
㎡

以
上
の
取
引
を
す
る
場
合
は
、
土
地
売

買
契
約
を
す
る
前
に
売
り
主
に
よ
る

「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
届
け
出
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
地
域
整
備

課（
☎
6
9
2
・
6
5
7
5
）

　

大
規
模
な
土
地
の
取
引
を
し
た
場
合

は
、
土
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日

を
含
め
て
二
週
間
以
内
に「
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
届
け
出
」
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
適
正
か
つ
合

理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た

め
、
一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

の
取
引
を
し
た
場
合
に
都
道
府
県
に
そ

の
利
用
目
的
な
ど
を
届
け
出
て
審
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
届
け

出
の
必
要
な
面
積
は
、
都
市
計
画
区
域

大
規
模
な
土
地
の
取
引

2
週
間
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す

情
報

区長などへ配備した個別受信機
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制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

農
産
加
工
を
応
援
し
て
い
ま
す

補
助

林
業
退
職
金
共
済
制
度
加
入
者
で

退
職
金
を
受
け
て
い
な
い
人
探
し
て
い
ま
す

情
報

　

林
業
退
職
金
事
業
本
部
で
は
、
ま
だ

退
職
金
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
林
業

退
職
金
共
済
制
度
へ
の
加
入
者
を
探
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
に
林
業
に
従
事
し
、
ご

自
身
が
林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て

も
お
調
べ
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
で
り
災
さ
れ

た
共
済
契
約
者
お
よ
び
被
共
済
者
に
対

し
、
共
済
手
帳
の
紛
失
や
退
職
金
の
請

求
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
で
き
得
る
限
り
の
範
囲
で
速
や
か

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部

ま
た
は
本
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退
職

金
事
業
本
部
（
☎
０３
・
５
４
０
０
・

４
3
3
４
）

家
畜
飼
養
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

家
畜

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
家
畜
の
所
有
者
は
飼
養
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
の

年
一
回
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
（
十
月
一
日
か
ら
）。

　

飼
っ
て
い
る
数
の
多
少
に
関
わ
ら

ず
、
次
の
家
畜
の
所
有
者
全
て
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
家
畜
】
牛
、
水
牛
、
め

ん
羊
、
山
羊
、
鹿
、
豚
、
い
の
し
し
、

馬
、
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、

だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

　

県
お
よ
び
町
で
把
握
し
て
い
る
家
畜

所
有
者
に
は
報
告
用
紙
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
十
二
月
十
五
日
（
木
）
ま
で

に
岩
手
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た

は
町
役
場
農
林
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
す
る
家
畜
を
飼
っ
て
い

て
報
告
用
紙
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
岩
手
県
中
央

家
畜
保
健
衛
生
所
（
☎
6
8
8
・

4
1
1
1
）、
町
役
場
農
林
課
畜
産
担

当
（
☎
6
9
2
・
6
4
9
4
）

　

町
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
事
業
補
助
金
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
雫
石
町
産
農
畜
産
物
を

利
用
し
た
加
工
施
設
、
直
売
施
設
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
を
整
備
す
る
場
合

に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
制
度
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】

　

町
内
で
次
の
事
業
を
行
お
う
と
す

る
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者
ま

た
は
農
業
者
が
過
半
数
を
占
め
る
団
体

【
事
業
内
容
】

①
雫
石
産
農
畜
産
物
を
加
工
し
、
販
売

す
る
た
め
に
必
要
な
加
工
施
設
ま
た

は
機
械
な
ど
の
整
備

②
雫
石
産
農
畜
産
物
お
よ
び
そ
の
加
工

品
を
直
接
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
直
売
施
設
ま
た
は
什
器
（
じ
ゅ

う
き
）
の
整
備

③
雫
石
産
農
畜
産
物
を
積
極
的
に
活
用

す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
ま
た
は

什
器
の
整
備

※
什
器
と
は
、
施
設
で
使
用
す
る
器

具
・
器
材
全
般
（
冷
蔵
庫
、テ
ー
ブ
ル
、

イ
ス
、
小
型
の
調
理
器
な
ど
）
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

※
設
備
の
更
新
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
補
助
金
の
額
】

　

補
助
対
象
経
費
の
三
分
の
一
以
内
の

額
（
上
限
百
万
円
）

【
補
助
の
要
件
】

　

国
、
県
ま
た
は
町
の
他
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
町

役
場
農
林
課
起
業
化
推
進
担
当
（
☎

6
9
2
・
6
4
9
6
）

農産加工セミナーで加工技術を学ぶ受講者。町では
6次産業化による農業所得の向上を支援しています
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資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進

◆使用済み食用油は有効な“資源”として再利用されています

【担当　町役場環境対策課（☎ 692-6486）】

【ごみ減量・リサイクル出前講座受講団体を募集しています】

【資源化実績】
（単位：kg） びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計
4〜9月 105︐630 53︐180 28︐980 206︐990 33︐440 428︐220
10 月 16︐190 7︐530 4︐350 34︐920 3︐530 66︐520
合計 121︐820 60︐710 33︐330 241︐910 36︐970 494︐740
前年同期 138︐910 57︐520 37︐000 242︐640 33︐270 509︐340
比較 △17︐090 3︐190 △ 3︐670 △ 730 3︐700 △ 14︐600

【使用済み食用油拠点回収実績（単位：ℓ）】
4月〜9月 10月 合　計 前年同期 比　較

回収量（ℓ） 813 174 987 1︐330 △ 343

※
応
募
書
類
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

出
演
す
る
メ
ン
バ
ー
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
時
間
お
よ
び
連
絡
先
は
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
出
演
料
な
ど
の
報
酬
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】
同
実
行
委

員
会
事
務
局
（
小
岩
井
農
場
ま
き
ば
園

内
、
〒
０
２
０
・
０
５
０
７　

岩
手
県

岩
手
郡
雫
石
町
丸
谷
地
36
番
地
１
、
☎

６
９
２
・
４
3
２
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
９

２
・
０
3
０
3
）

	　

岩
手
を
代
表
す
る
「
冬
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
」
い
わ
て
雪
ま
つ
り
。
第
四
十
五

回
い
わ
て
雪
ま
つ
り
は
、
平
成
二
十
四

年
二
月
四
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
九
日

間
、
小
岩
井
農
場
ま
き
ば
園
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
岩

手
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
各
種
イ

ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
す
る
団
体
お
よ
び
個
人
出
場
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
る
熱
意
の
あ
る
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
期
間
】
二
月
四
日
〜
十
二
日

【
内
容
】
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

踊
り
や
ダ
ン
ス
、
お
笑
い
、
歌
、
楽
器

演
奏
な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

【
出
演
時
間
】
十
七
時
か
ら
十
九
時
三

十
分
ま
で
の
間
で
、
最
低
二
十
分
以
上

に
な
り
ま
す
。

【
出
演
資
格
】
事
前
の
書
類
審
査
が
あ

り
ま
す
。

【
応
募
締
め
切
り
】
平
成
二
十
四
年
一

月
二
十
日
（
金
）
必
着

【
必
要
書
類
】
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
内
容

が
分
か
る
資
料 第

4₅
回
い
わ
て
雪
ま
つ
り

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
出
展
者
募
集
中

募
集

今年（第44回）の雪まつり

びんリサイクル工場を見学
する町民環境講座の受講者

　「町民環境講座」（年 5 回実施）は、
町民の皆さんの環境に対する意識・知識
を高めることを目的に今年度開設し、
15 人が受講しています。講座は来年度
も開催する予定です。
　また、町は、自治会や各種団体を対象
にごみ減量やリサイクルに関する「出前
講座」を希望する団体を募集しています。
希望される場合は、開催日 1 カ月前ま
でに環境対策課までご連絡ください。

　平成 24年雫石町成人式を挙行します。
対象者には案内通知のはがきを郵送してい
ますが、はがきが届いていない場合など、
詳しくは下記までお問い合わせください。
【日時】平成 24年 1月 8日（日）

受付▶ 10時～10時 50分
式典▶ 11時～

【場所】町中央公民館野菊ホール
【対象】平成 3年 4月 2日～平成 4年 4月
1日に生まれた人で、現在町に住民登録を
している人、または平成 18年度雫石中学
校卒業生
【問い合わせ先】町教育委員会社会教育課
社会教育担当
（☎ 692－6590）

平成24年町成人式
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募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

●町役場への問い合わせ…☎ 692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

問い合わせ先▷雫石町地域包括支援センター（☎691-1105）

『ほうかつ』の窓 　雫石町地域包括支援センターでは、高齢者の皆
さんの生活を総合的に支援しています。
　お気軽にご相談ください。

～元気なうちから介護予防～
◉介護予防とは
　介護が必要になることをできるかぎり防ぐ（遅らせ
る）こと、介護されるようになってからはその状態
を維持・改善して悪化させないようにすることをいい
ます。
◉介護予防は「病気予防」と「老化予防」
　介護が必要になる主な原因は脳血管疾患（脳卒中）
や、高齢による衰弱や転倒・骨折などです。そのため
病気の早期発見、早期治療とともに、危険な老化の
サインの早期発見、早期対処が必要になります。
　介護が必要な状態になったらリハビリをすればい
いと思う人もいるかもしれませんが、高齢者は一度
介護が必要な状態になると回復するのはとても大変
なことです。骨折は治ったものの筋力が低下して寝
たきりになってしまうこともあるのです。

◉危険な老化のサイン！思い当たったら要注意！
□外出が面倒になってきた
□日用品の買い物をしなくなった
□階段を昇るのに手すりや壁につかまる
□歩くことが少なくなった
□半年前に比べて固いものが食べにくい
□お茶や汁物などでむせることが多くなった
□体重が減少してきた
□近所付き合いが減ってきた
□気分が落ち込み何ごとも楽しめない
◉自分のことは自分で
　身体が衰えてくると、これまで自分でしてきたこ
とが面倒になってきて、人任せになります。しかし、
すべてを人任せにしてしまうと、考えることが少な
くなり身体を動かす機会も減ってしまいます。時に
は人の手を借りながら「自分のことは自分で」が生活
の基本です。
◉家族・友人・地域とのつながりを大切に
　家族の中で役割をもつこと、友人や近所の人との
交流、地域活動に参加することなども介護予防の大
事なポイントです。

※地域包括支援センターでは要介護状態にならない
ようアドバイスや介護予防ケアプランの作成、介護
予防教室の紹介などをしますのでお気軽にご相談く
ださい。

高速道路の無料措置が見直され
「被災証明書」が提示不要に
　12 月 1日から東北地方の高速道路の無料
措置が見直され、被災地支援および観光振興
を図るために新たな措置がとられています。
　この見直しにより、対象となる区間での高
速道路料金は、平成 24 年 3 月 31 日まで全
車種が無料になります（ETC車は ETCカー
ドを車載器に挿入して料金所を通行、ETC
車以外は料金所で通行券を受け取ってから通
行）。対象区間はこれまでのものと変更になっ
いますので、詳しくはNEXCO東日本のホー
ムページをご覧ください。
　また、これまで料金所での提示が求められ
ていた被災証明書は、提示する必要がなくな
りました。そのため、6月 20 日から町で交
付していた被災証明書の交付は 11 月 30 日
に終了しました。
【問い合わせ先】町役場総務課消防交通担当
（☎ 692︲6490）

介護が必要となった主な原因の構成割合
原　因 ％

脳血管疾患 21.5
認知症 15.3
高齢による衰弱 13.7
関節疾患 10.9
骨折・転倒 10.2
その他 28.4

脳血管
疾患

高
齢
に

よ
る
衰
弱

骨折・
転倒

関
節
疾
患

認知症

その他

厚生労働省　平成 22 年
「国民生活基礎調査の概況」

　いよいよウィンターシーズン到来です。全国に誇れる町内の３スキー
場がさまざまな企画を用意し、アクティブな皆さんをお待ちしています。
　特にも今年は 19歳限定のお得なサービスを用意しています。19歳の
皆さん、今シーズンは友だちを誘ってスキー場へ出かけましょう！
【19歳限定のお得なサービス内容】
◉雫石スキー場（693-1111）▶年末年始などの特定日を除き無料
◉網張スキー場（693-2211）▶土曜日　無料
◉岩手高原スノーパーク（693-4000）▶ナイター　無料
※各施設とも日程や条件など制限がある場合がありますので、適用日な
どは事前に各施設にお問い合わせください。また、事前手順については
インターネットから「雪マジ19」で検索願います。
【対象】 1992年４月２日〜1993年４月1日に生ま

れた人
【条件】 旅行予約サイト「じゃらん」への登録が必要

です。登録は右記QRコードで！
※ QRコードが読み取れない場合はインターネット
「雪マジ ‼  19」にあるQRコードをご利用ください。

「雪マジ !  19」19 歳がおトク「雪マジ !  19」19 歳がおトク
町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン町内スキー場いよいよオープン
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まちの話題・出来事紹介

●あなたの身近で起きた出来事や楽
しい話題、イベントなどの情報をお
知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020−0595（住所不要）
電話番号：直通692−6570
FAX番号：692−1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

　町は 11 月 13 日、町中央公民館で「ユニバーサルデザインフォーラ
ム 2011」を開催しました。このフォーラムでは、IBC 岩手放送アナウ
ンサー風見好栄さんの司会のもと、ユニバーサルデザイン絵画コンクー
ルの表彰、ユニバーサルデザイン推進会議委員と雫石小学校 3 年生児童
8 人による日ごろの活動発表、エフエム花巻放送局長落合昭彦さんの講
演、矢巾町おたすけ劇団の寸劇が行われました。
　会場には、絵画コンクールの作品やユニバーサルデザイン講座・活動
の様子、雫石小 3 年生が授業で作成した資料が展示され、参加者は興
味深く見ていました。参加者からは「ユニバーサルデザインといえば雫

石！と言わ
れるくらい
町全体に広
がるまで、
この取り組
みを継続し
ていただき
たい」など
の感想が寄
せられまし
た。

　橋場小学校（舘澤卓宏校長、児童 14 人）では
11 月 12 日、毎年恒例の収穫祭「橋っ子・もちっこ・
そばっこ祭り」を同校で開催しました。今年は、陸
前高田市立気仙小学校（佐藤誠喜校長、児童 59 人）
の児童を招待。佐藤校長が 3 月まで橋場小の副校長
を勤めていた縁での交流会となりましたが、児童み
んなで餅つきやそば打ちを行い、橋場小児童が 1 年
間かけて育ててきた農産物の収穫の喜びを参加者全
員で味わいました。

橋場小で毎年恒例の収穫祭を開催
今年は気仙小児童を招待し交流会

ユニバーサルデザインフォーラム2011
全ての人にやさしい

企業の環境に対する取り組みを熱心に聞く参加者

11月 12日

11月 13日

　「地域とはじめる環境報告会」が 11 月 3 日に盛
岡セイコー工業㈱で開かれ、17 人が参加しました。
　報告会は、企業の環境に配慮した取り組みや環境
保全活動などを地域住民に知ってもらうことで、相
互理解を図りながら、ともに公害の未然防止や環境
保全に取り組むことを目指し開催されています。今
回の報告会では、震災の影響や夏季の節電対策の紹
介もあり、参加者からは「環境保全に関する活動、
配慮が素晴らしい企業であることが分かった。見学
もできて良かった」などの感想が寄せられました。

環境に配慮した取り組みを紹介
盛岡セイコー工業で環境報告会

11月 3日

餅つきやそば打ちに挑戦する橋場小・気仙小の児童

活動発表をしたユニバーサルデザイン推進会議委員と雫石小児童
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TOWN TOPICS

　町主催「いわて雫石の物産と観光展」が 11 月
26 日と 27 日の 2 日間、町と交流のある静岡県富
士市の道の駅「富士川楽座」で開催され、多くの来
場者に雫石の物産と観光を PR しました。物産と観
光展には、昨年から物産交流を続ける道の駅「雫石
あねっこ（㈱しずくいし）」も参加し、菜種油「菜の
雫」や新米など町内の特産品や農産物と被災地応援
企画として三陸産の商品も販売。来場者からは多く
の励ましの言葉をいただきました。

交流続く富士市の道の駅で
雫石町の物産と観光をPR

11月 26・27日

深谷町長に活動報告をする女性団体連絡協議会会員

あねっこ姿で雫石をPR

　町内 5 つの女性団体からなる雫石町女性団体連絡
協議会（佐々木智恵会長）役員 5 人は、11 月 21
日に町役場を訪れ、同協議会が行った東日本大震災
の被災地支援活動の様子を深谷町長に報告しました。
　同協議会では、10 月 31 日、会員 54 人が宮古市、
釜石市、山田町、大槌町を訪れ、チャリティ映画祭（8
月 21 日上映）の収益金 50 万円を各市町村の女性
団体に義援金として12万5000円ずつ届けたほか、
釜石市社会福祉協議会で交流会を持ち、防災に対す
る今後のあり方などを学習しました。

女性団体連絡協議会が被災地に
チャリティ映画祭収益金届ける

11月 21日
①職種 ②基本給 ③求人番号④必要資格
など　注）◉印は正社員採用

　アヴィケンナインターナショナル ( 長山 )：◉①足つぼ・リンパ・アロマケアリ
スト② 123,200 円〜176,000 円③ 03010-28747811 ④アロマ、リフレ
などあれば尚可（経験が少なくても当方で養成）　ゆこたんの森 ( 長山 )：①接客係
②138,000円③03010-27424511④旅館業業務経験者、1種普通免許（通
勤用）　阿部商事警備業部ＳＥＣＵＲＩＴＹａｂｅ阿部克巳 ( 町内 )：①警備員②
126,500円〜149,500円③03010-29947311④ 1種普通免許（通勤用）
交通誘導警備業務1・２級取得なら尚可 , 初心者可・経験者なら尚可　杏仁合資会
社 ( 町内 )：①介護職員②114,400円〜123,200円③ 03010-30757711
④ヘルパー２級以上　医療法人社団銀河雫石大森クリニック ( 千刈田 )：◉①正看
護師② 21 万円〜22 万円③ 03010-30618911 ④正看護師免許、高卒以上　
医療法人仁泉会ショートステイおうしゅく ( 鶯宿 )：◉①看護師②185,000円〜
21万円③03010-27625811④正看護師・准看護師免許のどちらか、1種普
通免許（通勤用）　同 (鶯宿 )：①看護師（契約社員）②145,000円〜19万円③
03010-27626211④正看護師・准看護師免許のどちらか、1種普通免許（通
勤用）　一般社団法人東日本福祉手技療法会 ( 町内 )：◉①【震災】鍼灸師・あん摩
マッサージ指圧師【女性限定求人】② 135,000 円〜184,000 円③ 03010-
27558311④はり師・きゅう師・あん摩マッサージ指圧師、※はり師・きゅう師
のみでも可、高卒以上　㈱いわて清流園 ( 長山 )：◉①【震災】サービス管理責任
者②20万円〜25万円③03010-29956311④障害者支援業務経験５年以上、
1種普通免許（ＡＴ限定可）・サービス管理責任者、相談支援従事者研修（初任者研修）
受講済み　㈱ケアサービスわが家 ( 七ツ森 )：◉①介護職員②13万円③03010-
30622411④ヘルパー２級以上・1種普通免許（ＡＴ限定可）、介護施設での経
験があれば尚可、高卒以上　㈱ケーエヌ工業 (柿木 )：◉①電気工②188,000円〜
282,000 円③ 03010-29743311 ④施工管理経験者に限る、1種普通免許
（ＡＴ限定不可）、高卒以上　㈱ダイヤテックス ( 小日谷地 )：◉①法面土木作業員
② 192,000 円〜312,000 円③ 03010-29026011 ④未経験者可　㈱ビル
ド遠藤 ( 町内 )：◉①浄化槽設備士、給排水設備工事士②23万円〜299,000円
③03011-00613411④浄化槽設備士の免状、給排水設備工事資格および経験、
浄化槽設置工事の現場代理人の実績が５年以上　同 ( 町内 )：①建設機械オペレー
ターおよび普通作業員②20万円〜275,000円③03011-00614011④車両
系建設機械（オペレーターは必須）、大型自動車（除雪業務は必須）、大型特殊あれ
ば尚可、経験３年以上　同 (町内 )：◉①土木施工管理技士②25万円〜40万円③
03011-00615311 ④一級土木施工管理技士、経験 10年以上、ＰＣを使っ
て書類作成ができる人　同 ( 町内 )：◉①普通作業員、建設機械オペレーター②
175,000円〜25万円③03011-00608311④ 1種普通免許、車両系建設機
械、大型自動車、大型特殊あれば尚可、経験者優遇　㈱ホテル加賀助(鶯宿 )：◉①ルー
ム係および接客係② 16万円〜20万円③ 03010-30923711 ④経験者優遇、
高卒以上　㈱ホテル東日本 (町内 )：①温泉受付（けんじワールド）②89,250円〜
102,000 円③ 03010-30564711 ④不問　㈱一大通信盛岡出張所 ( 上野 )：
①通信ケーブル管路施工および土木作業②192,000円③03010-28380011
④ 1種普通免許（通勤用）　㈱銀河調剤 ( 町内 )：◉①医療事務②152,000円〜
192,000円③ 03010-30962311④医療事務経験者　㈱航和 ( 万田渡 )：◉
①介護員（夜勤あり）②13万円〜15万円③03010-31150111④ヘルパー
2級以上、介護福祉士資格あれば尚可、1種普通免許（通勤用）、高卒以上　同 (万
田渡 )：◉①介護支援専門員（ななかまど居宅介護支援事業所）②16万円〜18
万円③ 03010-31160711④介護支援専門員、1種普通免許（通勤用）、経験
者であれば尚可、高卒以上　㈱寿広 ( 町内 )：①客室清掃責任者②176,000円③
03010-31155411④ 1種普通免許（通勤用）　岩手中央森林組合 ( 寺の下 )：
◉①工場従業員②121,000 円〜154,000 円③ 03010-30768511④製材
工場の作業経験があれば尚可、フォークリフト（カウンター）の経験があれば尚可、
フォークリフト資格あれば尚可　山下縫製工業㈲ ( 上町西 )：◉①婦人服製造工②
116,158円③ 03010-27686011④不問　雫石運送㈲ ( 繋 )：◉①運転手②
16万円〜20万円③03010-31100911④中型自動車免許以上、フォークリフ
トの免許があれば尚可、大型自動車運転経験者、高卒以上　社会福祉法人江刺寿生
会養護老人ホーム松寿荘（七ツ森）：①相談員兼介護職員②151,200円③03010
−30554911④社会福祉主事、1種普通免許（AT限定可）、経験者優遇　同 ( 七ツ
森 )：①介護職員② 151,200円③ 03010−30556711④ヘルパー 2級以上、
1種普通免許（AT限定可）、経験者優遇　同 ( 七ツ森 )：①介護職員（デイサービス）
②151,200円③03010−30557811④ヘルパー2級以上、1種普通免許（AT
限定可）、経験者優遇　同 ( 七ツ森 )：①看護職員（デイサービス）② 185,000円
③03010−30560311④看護師・准看護師免許、1種普通免許（AT限定可）、看
護師・准看護師経験　社団医療法人康生会鴬宿温泉病院 ( 南畑 )：①看護師②24
万円③03010-29735311④看護師免許（准看護師不可）　同 ( 南畑 )：◉①医
療事務② 136,000 円〜20万円③ 03010-29738111 ④医療事務実務経験
者、1種普通免許（ＡＴ限定可）、高卒以上　同 ( 南畑 )：①介護職員・看護補助②
142,100円③ 03010-29740511④高卒以上　同 ( 南畑 )：◉①介護福祉士
②136,000円③ 03010-28720711④介護福祉士　同 ( 南畑 )：◉①看護師
②19万円〜25万円③03010-27777611④看護師免許　同 ( 南畑 )：◉①准
看護師②168,000円〜269,200円③03010-27778911④准看護師免許　
北自動車 ( 板橋 )：◉①自動車整備士②163,000円〜183,000円③ 03010-
27733311④ 1種普通免許（ＡＴ限定不可）、三級自動車整備士、自動車整備経
験者　㈲上中屋敷重機 (御明神 )：◉①土木作業員②161,000円〜184,000円
③ 03010-31029611④経験者尚可　同 ( 御明神 )：◉① 10ｔダンプ運転手
②161,000円〜184,000円③03010-27406811④大型自動車運転免許、
1年以上の大型自動車運転経験　同 (御明神 )：◉①営業職②20万円〜30万円③
03010-27407211④ 1種普通免許（ＡＴ限定不可）、※土木施工管理技士1級
または２級あれば尚可　㈲山本工業 (万田渡 )：◉①防水エ②12万円〜15万円③
03010-29544911④ 1種普通免許（通勤用）、高卒以上
※11月 24日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった事業所の求
人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一部門（☎
624−8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。また、事業所
へは職業安定所の紹介状をご持参ください。なお、すでに充足済みとなっ
ている場合もありますので、ご了承ください。※役場1階に求人情報を掲
示しています。ご利用ください。【担当】町役場観光商工課（☎直通692-
6497）

町の求人情報
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　発行月に 3 歳の誕生日を迎える
子を紹介しています。掲載を希望す
る人は左記までお申し込みください。

12

　歌や踊りが大好きで、お絵描きは壁やタンスにまで
書くほどのおてんばな女の子です。これからも元気
いっぱいに成長して、みんなを笑顔にしてくださいね。

上
野 

恋れ

お

な
央
奈
ち
ゃ
ん

力
・
千
比
呂
夫
妻
の
子

（
極
楽
野
）

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募

お待ちしています
【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に子の
名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏名、住
所（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生月
の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020−0595（住所記載不要）雫石町役場　
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。

　跳んだり走ったり、体を動かすのが大好き！最近、
絵本も好きになってきました。いろんなことにチャレ
ンジして、いっぱい遊んで、食べて、寝て、元気に育っ
てね。

柴
田 
穂ほ
の
か香

ち
ゃ
ん

慈
幸
・
潤
子
夫
妻
の
子

（
駅
前
）

　いろいろなことに興味を持ち何でも自分でやろうと
頑張っています。最近は、まき運びや食事の準備の手
伝いもしてくれます。歌とダンスが好きで毎日私たち
家族を笑顔にさせてくれるしずくです。

堀
内 

し
ず
く
ち
ゃ
ん

友
和
・
恵
夫
妻
の
子

（
長
根
）

お 知 ら せ コ ー ナ ー

子育て支援ボランティア養成講座
受講者を募集します

子育て支援ボランティア養成講座
受講者を募集します

　雫石の子どもたちを皆さんの力で応援しませんか。
全講座受講終了者は、子育て支援ボランティアの会に
登録し、活動することができます。受講は無料で、1日、
2日の受講も可能です。
【日程】平成24年1月17日（火）～20日（金）9時45分～
15時 30分
【場所】雫石公民館
【対象者】次の①～③の全てに当てはまる人
①心身ともに健康で子どもが好きな人
②地域で子育てを応援するボランティア活動に興味・関
心のある人
③20歳以上の人（学生は除く）
【定員】20人程度
【内容】子どもの発育・発達、病気と世話の仕方など
【申込期限】平成24年 1月 6日（金）、平日8時30分～
17時（12月 29日～平成24年 1月 3日を除く）
【問い合わせ・申込先】町子育て支援センター（☎692-
2722）。申し込みは電話で受け付けます

雫石町自殺予防町民フォーラム
～みんなで支えよう命と心～

　町は、雫石町自殺予防町民フォーラム「みんなで支
えよう命と心」を開催します。このフォーラムは、町
民の皆さんに命の大切さや心の健康づくりの大切さを
理解してもらい、うつ病の早期発見・早期治療につな
げることを目的に昨年度から開催しています。
【日時】12月 18日（日）13時 20分～16時 30分
【場所】町中央公民館 2階大会議室
【参加料】無料（どなたでも参加できます）
【内容】◉（うつ病を克服した人の）体験発表（13時30分～）
◉講演（14時～）「もっとうつ病のことを考えてみよう」
　講師：岩手晴和病院理事長　智田文徳氏
◉寸劇（15時 10分～）「話っこにおいで！」
　出演：雫石町傾聴ボランティアやまびこ会
◉講演（15時 30分～）「ストレスをズンドコ節で解消」
　講師：岩手県エアロビック連盟理事　藤野恵美氏
※「金銭問題」および「健康」の相談コーナーも同会
場 2階視聴覚室に設けています。町消費生活相談員、
町保健師、精神保健福祉士が相談をお受けします。
【問い合わせ先】町健康推進課（☎ 692-2227）

「広報教育しずくいし」
ご覧になっていますか

　町は「広報しずくいし」のほか、町の教育委員会で
「広報教育しずくいし」を発行しています。
　広報教育しずくいしでは学校教育に関するものだけ
でなく、公民館のイベントや図書館の新着図書なども
掲載され、今月号には「雫石町総合芸術祭」「雫石町
無形文化財芸能祭」など町の大きなイベントも掲載さ
れています。どうぞ毎月ご覧ください。
　また、町のホームページでは速報性の高い情報提供
を目的に「写真で見る町のニュース」を配信していま
す。残念ながら本紙で紹介できなかった町の話題もこ
ちらで見ることができますので、どうぞご覧ください。
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あ
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「
九
十
九
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」
に
立
ち
寄
っ

た
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月は… 九十九沢から

九十九沢街道 !?

九十九沢行政区の活動を紹
介する伊藤萬さん（66歳）

蛇の形に似ていることから名付けられた「蛇形倉」

作品づくりに励む「雫石窯」の大西完治さん
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページですお・知・ら・せお・知・ら・せ

（10月届け出分）
おめでた� カッコ内は保護者名
9月
26�上川原勘

か ん た

太・男（和幸）中 沼
27�階　　文

ふ み か

香・女（佳明）晴 山
10月
6� 赤嶺　拓

た く ま

真・男（直樹）高前田一
7� 田口　奈

な み

美・女（慎也）籬 野
19�赤沢　結

ゆ い

衣・女（英幸）天 川
20�上野ひなた・女（浩一）九十九沢
24�村上　幸

こ と な

絆・女（健太）七ツ森

おくやみ�カッコ内は享年と世帯主名
10月
2� 櫻糀　松治（85・本人）野 中
2� 山下　良八（85・本人）七ツ森
3� 川口　君代（88・本人）鴬 宿
5� 柳屋　光則（82・本人）下町一
6� 古舘　睦雄（59・本人）下町三
7� 深持　チル（84・誠一郎）まがき
7� 嶋中　洋子（64・正雄）黒沢川
8� 日戸　タヱ（85・秀正）桝 沢
8� 石橋　　實（71・本人）鴬 宿
9	 岩持　　直（74・本人）岩 持
12�曾根田トキ（75・ 弘 ）林 崎
13�髙橋　ミツ（75・國次）黒沢川
15�躑躅森英司男（87・京子）和 野
16�中岩持利雄（70・ 恵 ）黒沢川
17�篠﨑ケサヨ（91・一男）篠 崎
17�櫻糀　信男（77・哲也）野 中
20�髙橋　豊見（89・利美）晴 山
21�谷地　ツナ（82・六藏）中 沼
23�外村　静子（87・信男）七 区
23�小田中章二（81・本人）下春木場
29�加藤　善行（90・本人）籬 野
29�木村　民二（85・本人）東 町

税情報
今月の納税　　町 県 民 税 第 4 期
　　　　　　　国民健康保険税第 6期
町内の温泉施設を利用しましょう
　入湯税は温泉に入浴する時にかか
る税金で、平成22年度は84万 8,598
人が町内の温泉施設を利用し、納め
られた入湯税は 8,679 万円でした。
入湯税は町内の特別徴収義務者（温
泉旅館など）を通じて町に納められ
ます。入湯税は、その使い道が目的
税として特定されており、平成 22
年度は、町の観光振興に 5,486 万円、
観光施設の整備に 1,988 万円、環境
衛生施設の整備に 691 万円、鉱泉源
の保全に 410 万円、消防施設の整備
に 103 万円を充当しています。
　町の観光振興のためにもぜひ町内
の温泉施設をご利用ください。
【担当】町役場税務課町税管理担当
（☎ 692−6482）

成 24 年 4 月 1 日現在、公務員を除く）
【募集人員】200 人
【任期】平成 24 年 4 月 1 日〜平成 26
年 3 月 31 日の 2年間
【謝礼】記念品を贈呈（年 1回）
【応募方法】必要事項を明記し、官製
はがき、ファックス、Eメールで応募
【応募締め切り】平成24年3月9日（金）
【問い合わせ・申込先】県庁広聴広報
課「希望郷いわてモニター」募集係
（〒 020-8570（住所記載不要））、☎
629-5281、FAX：651-4865、Email：
koucho@pref.iwate.jp

　2012 版岩手県民手帳、岩手県能率
手帳を販売しています。各手帳には、
県勢情報、統計資料など岩手の情報が
掲載されています。町役場 2階経営推
進課で購入できます。
【販売価格】岩手県民手帳▶ 600 円、
岩手県能率手帳▶ 700 円
【販売期間】平成 24 年 1 月 20 日（金）
まで　※販売は在庫がなくなりしだい
終了させていただきます。
【問い合わせ先】雫石町統計調査員協
議会事務局（町役場経営推進課内☎
692-6571）

　歩くスキーが楽しめる町営クロスカ
ントリースキー場「ケッパレランド」
は 12 月 21 日（水）オープン予定です。
【問い合わせ先】町役場観光商工課観
光企画担当（☎ 692-6498）

　町では、行政運営の一層の透明性を
図り、町民に開かれた信頼あるまちづ
くりを進めるため、町長交際費の支出
状況を公開しています。また、町ホー
ムページでも公開しています。

町長交際費を
公開します
町長交際費を
公開します

交際費の支出状況
10 月 累計（4月〜10月）

12 件 60,000 円 580,000 円2012 年版県民手帳・
能率手帳を好評販売中

ケッパレランド
12月 21日オープン予定
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お・知・ら・せ
法人への就業希望者▶農業・農村に興
味・関心をお持ちの人▶農業体験希望
者▶ Uターン希望者▶農業参入を希
望する企業
【相談内容】▶就農地域の紹介▶農業
技術・経営の習得▶農地の確保▶資金
の調達　など
【参加経費】無料
【問い合わせ先】岩手県新規就農相談
センター（社団法人岩手県農業公社農
業振興部就農支援課内☎ 623−9390）

　防衛省では、陸上自衛隊高等工科学
校生徒の推薦および一般受験者を募集
しています。
【受験資格】平成 7年 4 月 2 日から平
成9年4月1日までに生まれた男子で、
中学校卒業者または中等教育学校の前
期課程修了者（平成 24 年 3 月に中学
校卒業または中等教育学校の前期課程
修了見込みの人を含む）。
【募集期間】推薦▶12月16日（金）まで、
一般▶平成 24 年 1 月 6 日（金）まで
【試験期日】推薦▶平成 24 年 1 月 7 日
（土）〜9 日（月）の指定する 1 日、
一般▶平成 24 年 1 月 14 日（土）
【問い合わせ先】自衛隊岩手地方協力
本部盛岡募集案内所（☎ 641−5191）

　県では、県の施策についてのアン
ケートに回答いただく「希望郷いわて
モニター」を募集しています。
【資格】県内在住の満 20 歳以上の人（平

　県では、駐車場の利用に制約のある
人に「ひとにやさしい駐車場利用証」
を発行しています。車いす用の駐車区
域を利用される人は、この利用証を提
示してご利用いただくことになります。
【利用証の交付対象者】障害者手帳を
お持ちの人（一部対象外となる場合あ
り）、要介護認定を受けられている人、
難病のため特定疾患医療を受けられて
いる人、妊産婦など
【問い合わせ先】盛岡広域振興局保健
福祉環境部（☎ 629-6565）

　盛岡地方法務局（本局、登記部門）
は、12 月 26 日（月）から盛岡第 2合
同庁舎で業務を行います。
◉移転後の庁舎▶盛岡地方法務局
（〒 020-0045、盛岡市盛岡駅西通一丁
目 9-15、盛岡第 2 合同庁舎、☎ 624-
1141）

　岩手県新規就農相談センターでは、
新規就農希望者などを対象に、新規就
農相談会「平成 23 年度第 2 回新農業
人フェア in いわて」を開催します。
【日時】平成 24 年 1 月 7 日（土）11 時〜
15 時
【場所】いわて県民情報交流センター
「アイーナ」8階 804 号会議室
【参加対象者】新規就農希望者▶農業

「ひとにやさしい駐車場
利用証」発行しています

「農業を始めたい人の相
談会」をアイーナで開催

「となりのしずくいしさん家」は健康づくりにつ
いての情報を漫画でわかりやすく紹介します。

「あなたにもできる自殺予防 〜クイズ編〜」の巻

vol.17

「希望郷いわてモニ
ター」募集します

陸上自衛隊高等工科学校
生徒を募集しています
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盛岡地方法務局（本局）
庁舎移転のお知らせ

うつ病と思われる人へのより適切な
対応は次のA、Bどちらでしょう？
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な
い
で

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
も

い
い
か
も
ね

海
外
旅
行
に
で
も

行
け
ば
気
分
も

晴
れ
る
っ
て

元
気
出
し
て

頑
張
ろ
う
！

辛
い
時
は

私
に
相
談

し
て
ね

今月 18 日（日）に開催する「自殺予
防町民フォーラム」へのご参加お待ち
しています。詳しい解説は 1月号で！

問 1

問 2

問 4

問 3

問健康推進課　☎ 692-2227
【

答え

】

問1 から順にB

,

A

,

A

,

B
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﹁
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
﹂
は
︑
活
動
や
特
技
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
町
関
係
者
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒

●
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

広
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休日救急当番医

雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
12月16日、1月6日（毎月第1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ684kHz）／8時45分〜50分（5分間）
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し
ず
く
い
し
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
実
行
委
員
会
会
長

「地元の人が楽しめる軽トラック市でありたい」と話す相澤潤一さん

多
く
の
関
係
者
と
来
場
者
の
お
か
げ
で
の
受
賞

さ
ら
な
る
発
展
へ
本
町
で
全
国
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を

相
澤
潤
一 

さ
ん
（
44
歳
・
上
町
二
）

あ
い
ざ
わ
・
じ
ゅ
ん
い
ち
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
・
・
雫
石
小
・
雫
石
中
・
県
立
盛
岡
南
高
校
卒
業
後
︑
東
京
都
内
の
専
門
学
校
に
進
学
︒

実
家
の
相
澤
木
工
所
に
は
2₆
歳
の
時
か
ら
勤
務
︒
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
に
は
開
幕
し
た
平
成
₁7
年
か
ら
同
実
行
委
員
会
委
員
と
し
て
携
わ
る
︒

平
成
₁7
年
か
ら
今
年
3
月
ま
で
の
６
年
間
会
長
を
務
め
た
上
野
利
美
さ
ん
に
続
い
て
︑
今
年
4
月
会
長
に
就
く
︒

趣
味
は
オ
フ
ロ
ー
ド
・
ア
タ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
︑
釣
り
︒
両
親
︑
妻
︑
妹
の
５
人
家
族
︒

ず
く
い
し
軽
ト
ラ
ッ
ク
市

実
行
委
員
会
が
国
土
交
通

省
の
「
２
０
１
１
地
域
づ

く
り
表
彰
」
に
お
い
て
、
全
国
地
域
づ

く
り
推
進
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。「
こ
の
受
賞
は
、
中
心
商
店
街

店
主
や
出
店
者
、
協
賛
企
業
、
そ
し
て

多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の

と
本
当
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
た

め
に
取
り
組
ん
だ
手
法
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
の
全
国
的
な
普

及
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の

も
の
で
大
変
光
栄
で
す
」
と
相
澤
潤
一

委
員
長
は
話
し
ま
す
。

　

毎
回
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
し

ず
く
い
し
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
は
、
全
国
に

先
駆
け
て
平
成
十
七
年
に
開
幕
し
「
軽

ト
ラ
ッ
ク
市
」
の
元
祖
と
し
て
定
着
。

今
で
は
、
全
国
に
広
ま
り
約
七
十
カ
所

で
同
様
の
催
し
が
開
か
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
今
後
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
そ
う
と
「
開
幕
十
年
を
迎
え

る
三
年
後
の
平
成
二
十
六
年
、
雫
石
町

で
全
国
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。
十
一

月
二
十
七
日
に
は
本
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
と

と
も
に
「
日
本
三
大
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
」

と
呼
ば
れ
る
愛
知
県
新し
ん
し
ろ城
市
に
視
察
し

サ
ミ
ッ
ト
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

全
国
に
広
が
り
を
み
せ
た
「
軽
ト

ラ
ッ
ク
市
」
の
元
祖
は
こ
れ
か
ら
も
エ

ン
ジ
ン
全
開
で
元
気
に
走
り
続
け
ま
す
。

し

あとがき
●慌ただしかった 2011 年もあっという間に
師走。今年は強く記憶に残る一年でした。被
災地にかつてない爪跡を残し今なお多くの人
が苦しむ東日本大震災。私の「10大ニュース」
でも第 1位です。第 2位は自分が広報担当拝
命…。締め切り恐るべしですが、あとがきを
書き終えた後の開放感はたまりません！ （悟）
●忘年会、いろいろなものを忘れるための行
事ではありますが、今年はいろいろとありす
ぎて忘れられない年になりました。広報の担
当になってはや半年、日本語の難しさを再認
識する日々が続いています。来年はもう少し
国語力を上げる努力をしないと…。 （拓）

◆ 12 月
 11 日
 18 日
 23 日
 25 日
 29 日
 30 日
 31 日

693-3202
691-2345
692-3203
695-2321
692-3907
692-3155
692-5151

西 山 診 療 所
雫石大森クリニック
御 明 神 診 療 所
鶯 宿 温 泉 病 院
上 原 小 児 科 医 院
雫 石 診 療 所
篠 村 医 院●火事・救急 10 月末

火　事 0 件 （3 件）
救　急 67 件 （626 件）

※カッコ内は 1 月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

●人のうごき 平成 23 年 10 月末現在

男 8︐779 人（△10）出生 7 人
女 9︐406 人 （△9）死亡 28 人
計 18︐185 人（△19）転入 30 人

世帯数 6︐158 世帯 （△5）転出 28 人
※カッコ内は前月末増減

※この日程は医師の都合で変更になることがあります

※1月の当番医は現在調整中です。決まり
しだい休日当番医表を全戸配布します。


